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言語活動への課題と期待
　
生徒の考える力を伸ばし、学習意欲を高める言語活動の「７つの指針」
東京女子体育大常任理事・教授◎田中洋一
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生活に即した「リアルな問い」で言語活動を行い、定期考査で評価
佐賀県小城市立三日月中学校
　

日頃からの５Ｗ１Ｈの問い掛けが生徒の心を耕し、考える力を育む
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1 私を育てたあの時代、あの出会い

全てを任され試行錯誤した経験が、指導の幅を広げてくれた
山形県酒田市立第三中学校校長◎太田英一
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電子黒板を日常的に活用し、手法は教科を超えて共有
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自分らしさを生かした指導で生徒の自主性や意欲を引き出していく
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1977（昭和52）
酒田市立第二中学校
に新採で赴任。
朝井融先生と出会う

1979（昭和54）
余目町（現庄内町）
教育委員会
社会教育主事補に
着任。その後、
社会教育主事に

1983（昭和58）
藤島町立（現鶴岡市立）
藤島中学校に赴任

1994（平成６）
山形県教育庁
庄内教育事務所
指導主事に着任

1998（平成10）
三川町立
三川中学校に赴任

1990（平成2）
鶴岡市立
鶴岡第一中学校に赴任

2000（平成12）
余目町立（現庄内町立）
余目中学校
に教頭として赴任

2002（平成14）
山形県教育庁
庄内教育事務所
主任管理主事に着任

2005（平成17）
松山町立（現酒田市立）
松山中学校に
校長として赴任

2008（平成20）
山形県教育庁
庄内教育事務所
管理主幹に着任

2010（平成22）
酒田市立第四中学校
に校長として赴任

2013（平成25）
酒田市立第三中学校
に校長として赴任

全
て
を
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さ
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く
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教
師
は
日
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
掛
け
の
中
で
生
徒
を
育
て
る
。
そ
し
て
教
師
は
、
共
に
働
く
仲
間
と
の
出
会
い
の
中
で
育
っ
て
い
く
。

出
会
い
か
ら
学
ん
だ
教
育
の
原
点
、
そ
し
て
次
代
を
担
う
若
い
世
代
に
伝
え
た
い
不
易
を
、
太
田
校
長
が
語
る
。

私を育てた
あの時代、あの出会い

第17 回

1

教
職
１
年
目
の
私
に

「
研
究
発
表
を
任
せ
た
ぞ
！
」

　

思
え
ば
、20
代
で
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

積
み
重
ね
ら
れ
た
こ
と
が
、私
の
教
員
と

し
て
の
土
台
を
築
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

初
任
校
で
は
い
き
な
り
１
年
生
担
任
を

任
さ
れ
ま
し
た
。
意
欲
だ
け
は
満
々
の
私

を
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
、
朝
井
融と

お
る

先
生
で
す
。
先
生
は
当
時
41
歳
、
同
じ
学

年
の
担
任
、
教
科
も
同
じ
保
健
体
育
科
で

あ
り
、
新
米
の
私
に
勉
強
さ
せ
よ
う
と
い

う
気
持
ち
で
い
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
と
に
か
く
何
で
も
任
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
５
月
頃
、
朝
井
先
生
に
「
本
校
が
研

究
当
番
校
に
な
っ
た
」
と
そ
の
担
当
者
に

指
名
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
の
体
力
低
下
を

テ
ー
マ
に
研
究
し
、
秋
に
は
地
区
で
、
冬

に
は
県
で
発
表
し
ま
し
た
。
２
年
目
は
新

教
育
課
程
移
行
措
置
中
の
保
健
体
育
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
を
命
ぜ
ら
れ
、
他
教
科

は
主
任
級
の
先
生
が
担
当
す
る
中
、
新
米

の
私
が
教
科
で
の
案
を
作
っ
た
の
で
す
。

　

未
熟
で
ま
だ
指
導
方
針
も
定
ま
ら
な
い

中
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
を
何
度
も
作
り

直
し
た
り
と
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
私
は
本
を
読
み
あ
さ
り
、
外
部
の
研

究
会
に
参
加
し
、
と
に
か
く
勉
強
し
ま
し

た
。
朝
井
先
生
は
そ
う
し
た
私
の
こ
と
を

よ
く
褒
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
同
僚
の

＊プロフィールは2014 年３月時点のものです

おおた・えいいち　専門教科は保健体育科。酒田市立第二中学校、鶴岡市立鶴
岡第一中学校、庄内教育事務所などを経て、現職。部活動では主に体操部の顧
問を務める。山形県中学校体育連盟体操専門委員長、副会長等も歴任。
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先
生
方
と
飲
み
に
行
く
際
に
私
も
誘
い
、

私
が
授
業
で
工
夫
し
て
い
る
こ
と
や
研
究

発
表
の
内
容
な
ど
を
、
他
校
や
他
学
年
の

先
生
に
話
し
て
く
れ
た
の
で
す
。「
頑
張
っ

て
る
な
」「
そ
れ
は
よ
い
ア
イ
デ
ア
だ
」
と

先
輩
の
先
生
方
か
ら
声
を
掛
け
て
い
た
だ

く
こ
と
は
、
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

朝
井
先
生
か
ら
は
、
生
徒
を
幅
広
く
見

取
る
大
切
さ
も
学
び
ま
し
た
。
先
生
は
特

に
や
ん
ち
ゃ
と
言
わ
れ
る
生
徒
か
ら
慕
わ

れ
、
そ
の
生
徒
が
「
親
に
言
わ
れ
た
の
で
」

と
差
し
入
れ
を
持
っ
て
く
る
ほ
ど
、
保
護

者
の
信
頼
も
得
て
い
ま
し
た
。
先
生
は「
生

徒
は
１
つ
で
は
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な
面
が

あ
る
」
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

私
に
は
見
え
な
い
生
徒
の
良
さ
を
、
ま
さ

し
く
先
生
は
見
取
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
朝
井
先
生
の
生
徒
と
か
か
わ
る
姿

勢
は
、
自
分
の
目
標
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
任
校
で
学
び
た
い
こ
と
が
ま
だ
ま
だ

あ
り
ま
し
た
が
、
３
年
目
に
教
育
委
員
会

に
異
動
し
、
社
会
教
育
主
事
補
と
な
り
ま

し
た
。
当
初
は
本
意
で
は
な
い
仕
事
に
戸

惑
い
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
園
児
向
け

の
ダ
ン
ス
を
創
作
し
た
り
、
高
齢
者
ク
ラ

ブ
の
運
動
会
を
支
援
し
た
り
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
年
齢
の
人
た
ち
を
指
導
す
る
こ
と
は

楽
し
く
、
ま
た
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
更

に
、
学
校
の
研
究
会
で
も
指
導
や
助
言
を

担
当
し
、
発
達
段
階
を
踏
ま
え
た
体
育
指

導
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
人
々
と
か
か
わ
り
、
学
校
を
ど

う
見
て
い
る
の
か
を
直
に
聞
け
た
こ
と

は
、
私
の
学
校
観
を
大
き
く
揺
さ
ぶ
り
ま

し
た
。
非
難
を
受
け
た
時
に
は
激
し
く
反

論
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
な
ぜ

誤
解
さ
れ
て
い
る
の
か
と
考
え
た
時
、
学

校
は
そ
の
様
子
を
外
に
伝
え
て
い
な
い
の

だ
と
気
付
き
ま
し
た
。
学
校
は
も
っ
と
社

会
に
か
か
わ
る
べ
き
だ

│
若
手
時
代
に

学
校
を
外
か
ら
見
た
経
験
は
、
私
の
学
校

教
育
の
見
方
を
変
え
た
の
で
す
。

教
師
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が

生
徒
の
人
生
も
豊
か
に
す
る

　

学
校
現
場
に
戻
り
、
い
わ
ゆ
る
荒
れ
の

状
態
の
学
校
に
赴
任
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
私
は
常
に
生
徒
の
良
さ
を
引

き
出
す
こ
と
、
生
徒
が
地
域
に
か
か
わ
る

こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。
生
徒
が
誇
り
を

持
て
る
学
級
づ
く
り
を
し
よ
う
と
、
体
育

祭
や
合
唱
大
会
な
ど
に
全
力
で
取
り
組
ん

だ
と
こ
ろ
、
年
度
末
に
学
級
全
員
が
賞
状

を
持
て
る
ほ
ど
生
徒
た
ち
は
活
躍
し
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
の
運
動
会
に
教
員
と
共

に
生
徒
も
毎
年
参
加
。
種
目
に
出
場
す
る

だ
け
で
な
く
、
会
場
の
設
営
や
ゴ
ミ
拾
い

な
ど
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
し
て
い
き

ま
し
た
。
生
徒
と
直
接
か
か
わ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
域
の
方
た
ち
に
生
徒
の
良
さ

を
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
う
し
て
学
校
内
や
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
深
め
て
い
き
、
そ
れ
と
共
に
荒
れ
が
だ

ん
だ
ん
小
さ
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

教
員
自
身
の
幅
が
広
が
れ
ば
指
導
の
幅

も
広
が
り
、
そ
れ
は
生
徒
の
人
間
的
な
成

長
に
結
び
付
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
す
か

ら
、
私
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
先
生
方

に
は
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
ん
で
ほ
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ず
っ
と
生

徒
指
導
を
担
当
し
て
き
た
先
生
に
他
の
分

掌
を
お
願
い
し
、
出
て
き
た
ア
イ
デ
ア
を

生
か
し
な
が
ら
、
ま
ず
実
践
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　
「
進
化
」
の
反
意
語
は
「
退
化
」
で
は

な
く
、「
停
滞
」
だ
と
思
う
の
で
す
。
安

定
の
上
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
た
ら
、
進

歩
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
歩
先
を
行
く
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
常
に
考
え
、

動
い
て
い
く
。
常
に
進
化
し
続
け
ら
れ
る

先
生
と
学
校
を
育
て
、
生
徒
の
成
長
を
支

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

進化の反意語は停滞、
常に一歩先に行くことを考える
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新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
全
面
実
施
さ
れ
て
２
年
が
経
過
し
た
。

「
言
語
活
動
の
充
実
」
が
明
記
さ
れ
た
も
の
の
、

限
ら
れ
た
授
業
時
間
数
の
中
で
言
語
活
動
を
効
果
的
に
行
う
こ
と
は
、

厳
し
い
の
が
現
状
の
よ
う
だ
。

今
号
で
は
、
教
科
指
導
の
中
で
の
言
語
活
動
を
通
じ
て
、

い
か
に
生
徒
の
力
を
高
め
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、

識
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
学
校
事
例
か
ら
考
え
て
い
く
。

特
集言

語
活
動
を
通
じ
て
高
め
る

生
徒
の
力

│
新
教
育
課
程
の
中
間
総
括
と
し
て

＊上位５項目を掲載
出典／ベネッセ教育総合研究所「中学校の学習指導に関する実態調査報告書 2013」
調査期間は 2013 年 4～7月。調査対象は全国の中学校の主幹教諭・教務主任 3,475人

教科指導

新学習指導要領
（言語活動）

進路指導

道徳

特別支援教育

（％）0 10 20 30 40 50 60 70 80

Q.今年度、どのような領域について校内研修を行いますか
　　（予定も含む）

79.8

42.7

38.0

36.9

23.4

言語活動が教科指導に次いで校内研修のテーマに

［中学版］ 2014  Vol .1
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課
題
整
理

　

学
校
現
場
は
、
言
語
活
動
を
ど
の
程
度
意
識
し
て

行
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
現
行
教
育
課
程
の
全
面

実
施
を
控
え
た
２
０
１
０
年
度
か
ら
２
年
間
で
、「
新

学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
よ
っ
て
、
言
語
活
動
が
ど

れ
く
ら
い
充
実
す
る
と
思
う
か
」と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「（
と
て
も
＋
ま
あ
）
充
実
す
る
」
で
約
７
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
た
（
図
１
）。
ま
た
、
言
語
活
動
の
充
実
に

向
け
て
全
校
で
行
う
取
り
組
み
は
、「
読
書
の
時
間

を
設
け
る
」
が
約
８
割
と
最
も
多
く
、
続
い
て
、「
言

語
活
動
の
充
実
に
つ
い
て
教
員
の
共
通
認
識
を
高
め

る
」
と
な
る
（
図
２
）。
一
方
で
、「
各
教
科
の
指
導

計
画
に
言
語
活
動
を
位
置
付
け
る
」（
32
・
６
％
）、「
言

語
活
動
の
充
実
の
た
め
に
教
科
間
の
連
携
を
図
る
」

（
20
・
４
％
）
は
相
対
的
に
低
く
、
教
科
指
導
に
お

け
る
言
語
活
動
が
、
あ
ま
り
十
分
で
な
い
様
子
も
う

か
が
え
る
。

　

全
面
実
施
後
に
教
育
活
動
に
変
化
は
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
12
年
度
の
取
り
組
み
は
、
約
半
数
が
「
言

語
活
動
の
充
実
に
資
す
る
全
校
的
な
取
り
組
み
」
を

「
増
や
す
予
定
」
と
回
答
し
た
（
図
３
）。
実
際
、
13

年
度
に
言
語
活
動
は
、「
十
分
で
あ
る
」「
ま
あ
十
分

で
あ
る
」と
約
６
割
が
肯
定
的
に
回
答
し
て
い
る（
図

４
）。
た
だ
し
、「
教
材
研
究
・
授
業
研
究
不
足
」「
指

導
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
」「
時
間
不
足
」「
教
科
間
連
携
不

足
」「
取
り
組
み
へ
の
ば
ら
つ
き
」
を
課
題
に
挙
げ

る
学
校
は
多
い
（
図
５
）。

　

現
行
教
育
課
程
３
年
目
と
な
る
14
年
度
、
言
語
活

動
を
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
研
究
者

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
３
校
の
事
例
か
ら
考
え
た
い
。

言
語
活
動
へ
の
課
題
と
期
待

学
習
指
導
要
領
に
は
「
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
及
び
技
能
の
習
得
」

「
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
そ
の
他
の
能
力
の
育
成
」

「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
の
育
成
」
に
当
た
り
、
生
徒
の
言
語
活
動
を
充
実
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

現
行
教
育
課
程
２
年
間
の
中
間
総
括
と
し
て
、
各
校
に
お
け
る
言
語
活
動
の
現
状
と
課
題
を
デ
ー
タ
か
ら
探
る
。

言語活動が充実すると思う学校は８割図１

Q.新学習指導要領の実施によって、言語活動がどれくらい充実すると思いますか

２０１０年度

２０１１年度

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

とても充実する

9.1

68.712.4 15.1 2.5
1.3

まあ充実する

65.4

今までと変わらない
無答・
不明

分からない

18.6 5.31.6

約６割の学校が「教員間の共通認識を深める」と回答図２

Q.今年度（2010年度のこと）、言語活動の充実のために全校的な取り組みとして
行うことがありますか　＊複数回答

読書の時間を設ける
（朝の読書など）

言語活動の充実について
教員の共通認識を高める

言語環境を整える（辞書や新聞
の活用、図書館の充実など）

全校的な集会などで
生徒の発表の機会を増やす

各教科で論述、記述、レポート
を書くことを重点的に指導する

各教科の指導計画に
言語活動を位置付ける

言語活動の充実のために
教科間の連携を図る

家庭と連携した読書活動を
推進する

その他

0 10 20 30 40 50 60 70 80（％）

78.4

56.6

41.3

39.4

33.2

32.6

20.4

11.8

4.8
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図１出典／ベネッセ教育総合研究所「中学校の学習指導に関する実態調査報告書2011」（調査時期は2011年6～7月。調査対象は全国の中学校の主幹教諭・教務主任2,839人）
図２出典／ベネッセ教育総合研究所「中学校の学習指導に関する実態調査報告書2010」（調査時期は2010年4～7月。調査対象は全国の中学校の主幹教諭・教務主任3,366人）
図３出典／ベネッセ教育総合研究所「中学校の学習指導に関する実態調査報告書2012」（調査時期は2012年4～7月。調査対象は全国の中学校の主幹教諭・教務主任3,483人）
図４、５出典／ベネッセ教育総合研究所「中学校の学習指導に関する実態調査報告書2013」（調査時期は2013年4～7月。調査対象は全国の中学校の主幹教諭・教務主任3,475人）

半数の学校が「言語活動に力を入れる」と回答図３

Q.貴校では今年度（2012年度のこと）、次のことにどのように
取り組まれる予定ですか　Q.学校全体としての言語活動の取り組みは

 十分だと思いますか　

約６割の学校が言語活動が
「十分だ」と回答

図４

言語活動を行う時間の不足が大きな課題図５

Q.貴校での言語活動の取り組みに関して、次のようなことが課題になっていますか

言語活動の充実に資する
全校的な取り組み

校内研修

宿題

外部人材の活用

放課後の学習指導

言語活動のための教材研究・
授業研究が不足している

言語活動の指導の
ノウハウが不足している

言語活動を行うための
時間が十分にとれない

言語活動に当たっての
教科間の連携が不足している

言語活動に対する教員の
取り組みにばらつきが大きい

言語活動に対する教員間の
共通認識が得られにくい

言語活動に関する教員の
指導力が十分でない

1000

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

10 20 30 40 50 60 70 80 90 （％）

（％）

増やす予定

45.6

32.7 65.5 1.4

0.1

0.3

0.5

17.6 81.5

17.4 81.6

16.1 82.5

これまでと変わらない
減らす予定
無答・不明

53.5 0.0 0.9

0.5

0.7

0.7

0.9

十分である 2.6%

まあ十分である
54.6%

あまり十分でない
39.9%

十分でない1.3%

無答・不明 1.6%

注）これまで実施しておらず、今年度も実施する予定がない場合は「これまでと変わらない」に含まれる

とても感じる

8.7

まあ感じる

59.9

あまり感じない

29.4

まったく感じない
無答・不明

1.2
0.9

0.730.460.67.5
0.8

1.430.150.816.9
0.8

1.431.854.311.5
0.9

1.632.755.29.5
0.9

3.443.644.87.3
0.9

2.045.146.85.1
1.0

http://berd.benesse.jp/shotouchutou/research/detail1.php?id=3679
http://berd.benesse.jp/shotouchutou/research/detail1.php?id=3257
http://berd.benesse.jp/shotouchutou/research/detail1.php?id=3258
http://berd.benesse.jp/shotouchutou/research/detail1.php?id=3259
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現
行
の
学
習
指
導
要
領
の
告
示
か
ら
６
年
が
過
ぎ

て
、「
言
語
活
動
」
と
い
う
言
葉
は
学
校
現
場
に
か

な
り
浸
透
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
各
校
の

様
子
を
見
る
と
、
全
校
一
丸
と
な
っ
て
積
極
的
に
推

進
し
て
い
る
学
校
が
あ
る
一
方
で
、
依
然
と
し
て
言

語
活
動
の
ね
ら
い
を
理
解
し
き
れ
て
い
な
い
学
校
が

あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

２
０
０
７
年
に
学
校
教
育
法
が
改
正
さ
れ
、
学
力

の
要
素
が「
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
」「
知
識
・

技
能
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」「
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度
」
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
ま
し

た
。
従
来
の
日
本
の
学
校
教
育
は
、「
知
識
・
技
能
」

に
お
い
て
は
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
生
徒
の
学
習
到
達
度
調
査 

（
Ｐ

Ｉ
Ｓ
Ａ
）」
や
文
部
科
学
省
「
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
」
な
ど
の
結
果
か
ら
、子
ど
も
の
「
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
」「
主
体
的
な
学
習
態
度
」
に
課

題
が
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
り
、
そ
れ
ら
の
力

を
高
め
る
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
学
習
指
導
要
領
に

「
言
語
活
動
の
充
実
」
が
示
さ
れ
た
の
で
す
。

　

こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
言
語
活
動
は

あ
く
ま
で
も
教
科
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の「
手
段
」

で
あ
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
」
を
全
教
科
の
言
語
活
動
の
柱
に
し

て
い
る
学
校
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
自
体
は
よ
い
と
思

い
ま
す
が
、
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
み
る
と
、
重
点
の
置
き
方
に
偏
り
が
あ
る
と
い

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
言
語
活
動
を
取
り
入
れ
た
授

業
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
伸
ば
し

切
れ
て
い
な
か
っ
た
生
徒
の
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
や
学
習
意
欲
を
高
め
る

│
そ
れ
こ
そ
が
、
言

語
活
動
の
本
来
の
ね
ら
い
だ
か
ら
で
す
。

　

言
語
活
動
を
授
業
改
善
の
中
心
に
す
る
こ
と
で
、

校
内
研
修
が
よ
り
深
ま
り
ま
す
。
中
学
校
は
教
科
担

任
制
で
、
教
科
を
超
え
て
校
内
研
究
を
行
う
の
が
難

し
い
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
言
語
活
動

は
全
教
科
に
共
通
す
る
こ
と
で
あ
り
、
学
校
全
体
で

取
り
組
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。
言
語
活
動
を
横
軸
と

し
た
教
科
横
断
型
の
研
究
が
可
能
に
な
る
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
数
学
の
授
業
と
し
て
の
評
価
は
、
数
学

の
教
科
担
当
以
外
の
人
に
は
や
り
に
く
い
も
の
で
す

生
徒
の
考
え
る
力
を
伸
ば
し
、学
習
意
欲
を
高
め
る

言
語
活
動
の
「
７
つ
の
指
針
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

言
語
活
動
は
、教
科
の
目
標
を

達
成
す
る
た
め
の
手
段

東
京
女
子
体
育
大
常
任
理
事
・
教
授　

田
中
洋
一

言
語
活
動
の
重
要
性
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
だ
が
、
活
動
の
意
義
や
効
果
的
な
方
法
は
十
分
浸
透
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ど
の
よ
う
な
点
に
気
を
付
け
れ
ば
、
生
徒
の
学
力
向
上
に
つ
な
が
る
活
動
と
な
る
の
か
、
活
動
の
意
義
と
実
践
の
要
点
に
つ
い
て
、

国
語
教
育
の
専
門
家
で
、
言
語
活
動
に
詳
し
い
東
京
女
子
体
育
大
の
田
中
洋
一
教
授
に
聞
い
た
。
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が
、
授
業
で
行
っ
た
言
語
活
動
が
、
生
徒
の
考
え
を

深
め
る
の
に
適
切
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
考
え
る
た

め
の
資
料
や
時
間
は
十
分
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
視

点
で
あ
れ
ば
、教
員
全
員
で
議
論
で
き
ま
す
。
ま
た
、

前
月
に
行
っ
た
体
育
の
授
業
で
は
生
徒
へ
の
事
前
の

情
報
提
供
が
足
り
な
か
っ
た
の
で
、
翌
月
の
社
会
の

授
業
で
は
そ
こ
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
よ
う

に
、
学
校
全
体
で
研
究
の
連
続
性
が
生
ま
れ
、
段
階

的
に
研
究
を
深
め
て
い
く
こ
と
も
出
来
ま
す
。

　

全
校
体
制
で
言
語
活
動
に
取
り
組
む
学
校
か
ら
、

「
教
科
の
横
の
つ
な
が
り
が
密
に
な
り
、
風
通
し
の

よ
い
風
土
が
醸
成
さ
れ
た
」
と
よ
く
聞
き
ま
す
。
ま

ず
は
管
理
職
や
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
の
先
生
が
、
言
語

活
動
を
行
う
目
的
や
、
学
校
が
目
指
す
方
向
性
を
明

確
に
示
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

で
は
、
言
語
活
動
の
質
を
高
め
る
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
な
点
に
留
意
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

私
が
考
え
る
７
つ
の
指
針
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ど
の
教
科
に
も
い
え
る
こ
と
で
す
が
、
ど
の
単
元

の
、
ど
こ
で
言
語
活
動
を
行
う
か
に
よ
っ
て
、
取
り

組
み
の
深
さ
は
変
わ
り
ま
す
。
生
徒
同
士
で
交
流
し

た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
自
分
の
考
え
を
書
い
た
り

す
る
た
め
に
は
、
前
提
と
な
る
基
礎
的
な
知
識
が
必

要
で
す
。そ
れ
ら
を
教
え
た
上
で
活
動
を
行
う
の
か
、

そ
れ
と
も
、
ま
ず
考
え
さ
せ
て
か
ら
知
識
を
教
え
る

の
か
。
単
元
の
特
性
や
課
題
の
内
容
に
応
じ
て
、
効

果
的
な
場
面
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

発
問
は
、
生
徒
か
ら
出
来
る
だ
け
多
様
な
意
見
が

出
や
す
い
も
の
、
正
解
に
幅
が
あ
る
も
の
に
す
る
と

活
動
が
深
ま
り
ま
す
。 

　

あ
る
中
学
校
の
社
会
科
の
先
生
は
、
生
徒
に
「
豊

臣
秀
吉
と
徳
川
家
康
の
ど
ち
ら
が
庶
民
に
人
気
が

あ
っ
た
の
か
」
と
投
げ
掛
け
、
話
し
合
い
を
さ
せ
ま

し
た
。
普
通
な
ら
「
秀
吉
と
家
康
は
そ
れ
ぞ
れ
何
を

し
た
の
か
」
と
聞
く
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
れ
で
は
教

科
書
や
資
料
を
読
め
ば
答
え
が
す
ぐ
に
出
て
し
ま
い

ま
す
。「
ど
ち
ら
が
人
気
が
あ
っ
た
の
か
」と
問
え
ば
、

２
人
の
業
績
を
調
べ
る
だ
け
で
な
く
、
業
績
を
意
味

付
け
し
た
り
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
時
代
の
流
れ
を

俯
瞰
し
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
単
に

知
識
を
身
に
付
け
る
だ
け
で
な
く
、
思
考
と
判
断
を

伴
っ
た
活
動
と
な
る
の
で
す
。

　

数
学
で
も
、計
算
の
結
果
だ
け
を
答
え
さ
せ
る
と
、

○
か
×
か
だ
け
で
す
が
、
解
の
求
め
方
に
着
目
す
れ

ば
複
数
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
生
徒

は
自
分
な
り
の
や
り
方
を
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
結
論
に
幅
が
あ
る
発
問
を
工
夫
す

る
こ
と
が
、
結
果
的
に
生
徒
が
自
分
の
頭
で
深
く
考

え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

❶
言
語
活
動
を
行
う
場
面
の
設
定
と
も
関
連
し
ま

ど
の
場
面
で
行
え
ば
効
果
的
か

言
語
活
動
を
行
う
場
面
の
設
定

1

思
考
の
前
提
と
な
る
情
報
を
ど
う
与
え
る
か

情
報
の
量
と
質
の
調
整

3 生
徒
が
深
く
考
え
る
発
問
に
す
る

発
問
の
工
夫

2

たなか・よういち◎横浜国立大大学院修了。専門は国語教育。東京都
公立中学校教諭、東京都教育委員会指導主事・指導室長等を経て現職。
中央教育審議会国語専門委員、国立教育政策研究所全国教育課程実施
状況調査結果分析委員会副主査、同研究所評価規準・評価方法の工夫
改善に関する調査協力者会議主査などを歴任。学習指導要領中学校国
語作成協力者。主著（編著）に『中学校国語科新学習指導要領詳解ハ
ンドブック』『国語力を高める言語活動の新展開　全４巻』（いずれも
東洋館出版社）など。

＊プロフィールは２０１４年３月時点のものです
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す
が
、
言
語
活
動
を
行
う
際
、
生
徒
に
ど
の
程
度
の

情
報
を
与
え
る
か
も
重
要
で
す
。
根
拠
に
基
づ
い
て

考
え
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
必
要
な
情
報
を
過

不
足
な
く
伝
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
生
徒
の
様
子
を

見
て
、
議
論
が
滞
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、「
江

戸
時
代
の
記
録
に
は
こ
ん
な
農
民
の
様
子
が
記
さ
れ

て
い
る
よ
」
と
い
う
よ
う
に
追
加
の
資
料
を
与
え
、

一
歩
踏
み
込
ん
で
考
え
さ
せ
る
よ
う
な
支
援
が
必
要

で
す
。
必
ず
し
も
、
教
科
書
の
情
報
だ
け
に
限
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
理
科
の
実
験
に
つ
い
て
、
教
科
書
に
必

要
な
こ
と
が
全
て
書
か
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
単
元

に
入
る
前
に
生
徒
に
実
験
の
手
順
を
考
え
さ
せ
、
一

通
り
意
見
が
出
た
後
に
教
科
書
を
見
な
が
ら
解
説
す

る
と
い
う
方
法
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
生
徒
か
ら
ど
の

よ
う
な
意
見
が
出
る
の
か
を
想
定
し
て
、
情
報
の
量

と
質
を
調
整
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

言
語
活
動
で
は
、
生
徒
が
課
題
に
つ
い
て
考
え
、

自
分
な
り
の
意
見
を
持
つ
こ
と
そ
の
も
の
が
大
切
で

す
。
た
だ
し
、頭
の
中
だ
け
で
考
え
て
い
た
の
で
は
、

周
り
は
支
援
も
評
価
も
出
来
な
い
の
で
、
書
か
せ
た

り
発
表
さ
せ
た
り
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
や
レ
ポ
ー
ト
な
ど
の
活
動
は
、
あ
く
ま

で
も
考
え
た
こ
と
を
深
め
る
た
め
の
手
段
だ
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
ら
の
活
動
を
行
う
時
は
、
生
徒
が
一
人
で
考

え
る
時
間
を
十
分
に
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

学
習
が
苦
手
な
生
徒
や
考
え
る
の
に
時
間
が
掛
か
る

生
徒
で
も
十
分
考
え
ら
れ
る
だ
け
の
時
間
が
な
け
れ

ば
、
学
力
が
上
位
の
生
徒
や
反
応
が
速
い
生
徒
ば
か

り
が
他
の
生
徒
を
引
っ
張
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
そ
の
状
態
が
続
け
ば
、
学
習
が
苦
手
な

生
徒
は
考
え
る
こ
と
自
体
を
放
棄
し
て
し
ま
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

限
ら
れ
た
授
業
時
間
の
中
で
教
え
る
べ
き
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
言
語
活
動
を
す
る
余
裕
が
な

い
と
い
う
先
生
も
い
る
で
し
ょ
う
。
確
か
に
教
科
に

よ
っ
て
は
、
ど
の
単
元
で
も
言
語
活
動
を
し
よ
う
と

す
る
と
時
間
が
足
り
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
技

教
科
な
ど
で
は
、
こ
こ
ぞ
と
い
う
時
だ
け
で
も
よ
い

の
で
す
。
た
だ
し
、
行
う
時
は
考
え
る
時
間
を
た
っ

ぷ
り
与
え
る
。
教
室
が
静
ま
り
返
っ
て
も
、
そ
れ
は

生
徒
が
頭
を
働
か
せ
て
い
る
時
間
で
す
か
ら
、
教
師

は
待
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

言
語
活
動
の
大
切
な
評
価
規
準
は
、
生
徒
が
自
分

な
り
の
考
え
を
持
て
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
問
題
へ
の
答
え
が
間
違
っ
て
い
る
場
合
、
そ
れ

は
「
知
識
・
技
能
」
の
観
点
で
は
減
点
で
あ
っ
て
も
、

言
語
活
動
で
評
価
す
る
「
思
考
・
判
断
・
表
現
」
の

観
点
で
は
、
自
分
の
考
え
を
持
て
た
と
い
う
意
味
で

加
点
の
対
象
と
な
り
得
ま
す
。

　

気
を
付
け
た
い
の
は
、評
価
の
尺
度
で
す
。「
知
識
・

理
解
」
で
は
生
徒
が
ど
こ
ま
で
理
解
し
て
い
る
か
と

い
う
到
達
度
の
評
価
を
行
い
ま
す
が
、「
思
考
・
判
断
・

表
現
」
や
「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」
は
方
向
性
の
評

価
も
行
い
ま
す
。
ど
の
程
度
の
水
準
に
達
し
て
い
る

か
だ
け
で
は
な
く
、
生
徒
の
思
考
や
意
欲
が
ど
の
方

向
を
向
い
て
い
る
の
か
を
評
価
す
る
の
で
す
。
答
え

は
間
違
っ
て
い
て
も
、
与
え
ら
れ
た
情
報
を
基
に
自

分
な
り
の
考
え
を
持
て
た
ら
加
点
す
る
と
い
う
よ
う

に
、
評
価
に
幅
を
持
た
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
生
徒
の
思
考
は
、
途
中
経
過
も
評
価
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
例
え
ば
、数
学
の
証
明
問
題
で
、

「
３
段
目
ま
で
出
来
た
が
、
４
段
目
に
移
項
す
る
時

に
間
違
え
た
」
と
い
う
生
徒
と
、「
全
く
最
初
か
ら

考
え
ら
れ
な
い
」
生
徒
で
は
、
思
考
と
判
断
に
大
き

な
差
が
あ
り
ま
す
。
思
考
の
過
程
に
対
し
て
き
ち
ん

と
評
価
・
承
認
を
与
え
る
こ
と
で
、
生
徒
は
、
正
答

へ
の
距
離
や
誤
答
の
質
が
分
か
り
、
次
の
活
動
へ
の

意
欲
が
湧
い
て
く
る
の
で
す
。

　

言
語
活
動
で
は
、
学
力
上
位
層
の
生
徒
が
力
を
伸

ば
し
や
す
い
面
が
あ
る
一
方
、
基
礎
知
識
が
定
着
し

て
お
ら
ず
、
調
べ
方
や
考
え
方
が
分
か
ら
な
い
生
徒

に
は
、
個
別
の
支
援
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

一
人
で
は
考
え
ら
れ
な
い
、
自
分
の
意
見
を
持
て

な
い
と
い
う
生
徒
に
は
、
生
徒
が
考
え
た
り
書
い
た

り
し
て
い
る
時
に
机
間
指
導
を
行
い
、「
資
料
集
の

○
ペ
ー
ジ
を
見
て
ご
ら
ん
」
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
す

一
人
で
考
え
る
時
間
が
活
動
を
深
め
る

考
え
る
時
間
の
確
保

4

方
向
性
の
評
価
も
行
う

言
語
活
動
の
評
価
の
留
意
点

5

生
徒
を
丁
寧
に
見
て
個
別
に
支
援

生
徒
へ
の
個
別
支
援

6
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特集

言語活動を通じて高める生徒の力─新教育課程の中間総括として

る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
一
方
、
考
え
ら
れ
て
い
る

生
徒
に
は
、
更
に
考
え
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
追
加

の
資
料
を
提
示
す
る
な
ど
、
個
別
に
対
応
し
て
い
く

の
で
す
。
先
生
は
授
業
中
の
生
徒
の
様
子
を
き
め
細

か
く
観
察
し
、
学
力
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
支
援
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

生
徒
が
自
分
の
考
え
を
自
由
に
表
現
で
き
る
よ
う

に
、
日
頃
か
ら
授
業
の
雰
囲
気
づ
く
り
を
し
て
お
く

こ
と
も
、
言
語
活
動
の
成
否
を
左
右
し
ま
す
。

　

先
生
方
は
、
普
段
の
授
業
で
自
分
が
用
意
し
た
正

解
が
出
て
く
る
ま
で
、
生
徒
を
指
名
し
続
け
て
は
い

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ば
か
り
に
な
る
と
、
生
徒

は
「
正
解
が
出
な
い
と
先
生
は
嫌
が
る
」「
正
答
に

行
き
着
か
な
け
れ
ば
考
え
て
も
無
駄
だ
」
と
思
い
、

思
考
自
体
を
や
め
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。

　

普
段
の
授
業
か
ら
、
❷
発
問
の
工
夫
で
述
べ
た
よ

う
に
、
多
様
な
意
見
が
出
や
す
い
発
問
を
し
、
正
解

が
出
て
こ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、「
よ
い
視
点
だ
っ

た
ね
」「
で
も
、
結
論
が
ま
だ
あ
い
ま
い
だ
か
ら
、

友
だ
ち
に
聞
い
て
み
よ
う
」
と
い
う
よ
う
に
、
考
え

た
こ
と
を
き
ち
ん
と
評
価
し
、
誤
答
を
生
か
し
な
が

ら
授
業
を
進
め
て
い
く
。
正
答
の
み
を
受
け
入
れ
、

誤
答
を
拒
絶
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
子
な
り
に
根

拠
を
持
っ
て
考
え
た
意
見
を
大
切
に
す
る
雰
囲
気

を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
う
し
た
指
導
の
積

み
重
ね
が
、「
自
分
で
考
え
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　

言
語
活
動
は
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
伸

ば
す
こ
と
に
適
し
て
い
る
一
方
で
、
活
動
自
体
に
時

間
が
掛
か
る
た
め
、
高
校
入
試
を
強
く
意
識
し
て
い

る
保
護
者
の
中
に
は
、
知
識
を
教
え
込
む
授
業
の
方

が
分
か
り
や
す
く
、
試
験
の
得
点
に
直
結
す
る
良
い

指
導
だ
と
考
え
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
全
校
で
言
語

活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
保
護
者
の
理
解
を
得

る
こ
と
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

保
護
者
に
言
語
活
動
の
意
義
を
し
っ
か
り
と
伝

え
、
家
庭
で
も
子
ど
も
と
語
り
合
う
習
慣
を
付
け

て
ほ
し
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
学
校

か
ら
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

例
え
ば
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
な
が

ら
、
経
済
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

み
る
。
ニ
ュ
ー
ス
の
内
容
を
正
確
に
理
解

で
き
な
く
て
も
、
目
の
前
の
こ
と
に
興
味

関
心
を
持
ち
、
自
分
な
り
の
意
見
を
持
て

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
学
力
的
に
も
伸
び
る

と
い
う
こ
と
を
保
護
者
に
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
高
校
入
試

で
も
、
考
え
る
力
を
問
う
問
題
が
増
え
て

い
ま
す
。
考
え
る
力
こ
そ
社
会
で
求
め
ら

れ
て
い
る
力
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
、
定

着
し
て
き
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
こ
と
を

伝
え
れ
ば
、
保
護
者
に
も
言
語
活
動
の
重

要
性
が
よ
り
理
解
し
や
す
く
な
る
で
し
ょ
う
。
管
理

職
が
中
心
と
な
り
、
そ
う
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

し
て
い
く
こ
と
も
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と

考
え
ま
す
。

　

何
よ
り
大
切
な
の
は
、生
徒
が
「
人
生
80
年
時
代
」

を
生
き
て
い
く
た
め
に
身
に
付
け
て
お
く
べ
き
力
は

何
か
を
先
生
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
ど
の
よ
う
な
指

導
が
必
要
か
を
模
索
し
続
け
て
い
く
こ
と
で
す
。
先

進
校
の
取
り
組
み
に
学
び
、
自
分
の
教
科
で
何
が
出

来
る
の
か
を
考
え
、
言
語
活
動
を
実
践
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
先
生
自
身
が
、
言
語
活
動
に

よ
っ
て
生
徒
の
思
考
が
深
ま
る
と
い
う
経
験
を
す
れ

ば
、
授
業
の
質
の
向
上
に
向
け
た
大
き
な
一
歩
に
な

る
は
ず
で
す
。

言語活動を行う場面の設定1

発問の工夫2

情報の量と質の調整3

考える時間の確保4

言語活動の評価の留意点5

生徒への個別支援6

雰囲気づくり7

言
語
活
動
の
意
義
を

保
護
者
に
伝
え
る
こ
と
も
学
校
の
使
命

日
頃
か
ら
自
由
に
話
せ
る
雰
囲
気
を
つ
く
る

雰
囲
気
づ
く
り

7

効果的な言語活動を実践するためのポイント

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言語活動が効果的に行え
る場面を設定する

　　　　　　　　　　　　　　　　思考を深められる発問にする

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　思考の前提となる情報をどう与え
れば活動が深まるかを考慮する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学習が苦手な生徒でも十分考えら
れるだけの時間を確保する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考えた内容だけでなく、考え
が持てたかという観点でも評価する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活動中は生徒の様子を丁寧に観察
し、個々に適した指導をする

　　　　　　　　　　　　　　　　　　普段から自由に表現できる雰囲気を授
業の中につくっておくことで、言語活動も活発になる
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公開研究会◎未定

　

立
川
市
立
立
川
第
二
中
学
校
が
、
立
川
市
の
指

定
を
受
け
て
言
語
活
動
に
取
り
組
み
始
め
た
の
は

２
０
１
０
年
度
の
こ
と
。「
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
等
を
育
む
授
業
改
善
」
を
テ
ー
マ
に
全
校
体
制

で
授
業
改
善
に
着
手
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
赴
任
し

た
ば
か
り
の
常
盤
隆
校
長
に
と
っ
て
、
必
ず
し
も
満

足
で
き
る
内
容
で
は
な
か
っ
た
。
授
業
改
善
の
中
身

は
話
し
合
い
活
動
を
中
心
に
し
た
内
容
が
多
く
、
生

徒
が
考
え
を
深
め
て
い
く
工
夫
が
足
り
な
か
っ
た

と
、
常
盤
校
長
は
振
り
返
る
。

　
「
言
語
活
動
と
話
し
合
い
活
動
は
イ
コ
ー
ル
で
は

な
い
こ
と
を
、
先
生
方
に
理
解
し
て
も
ら
う
と
こ
ろ

か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
」

　

翌
11
年
度
、
東
京
都
「
言
語
能
力
向
上
推
進
校
」

に
指
定
さ
れ
た
の
を
機
に
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
（
図
１
）

の
考
え
を
取
り
入
れ
た
言
語
活
動
を
研
究
の
中
心
に

据
え
た
。
授
業
中
に
考
え
る
場
面
、
表
現
し
て
伝
え

る
場
面
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
分
析
的
・
論
理
的
思

考
力
を
育
み
、
物
事
や
情
報
を
う
の
み
に
せ
ず
、
自

分
で
考
え
る
力
を
身
に
付
け
る
の
が
ね
ら
い
だ
。

　

常
盤
校
長
が
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
を
活
動
の
柱
に
据
え

た
の
は
、
生
徒
の
気
質
へ
の
課
題
意
識
が
あ
っ
た
。

　
「
生
徒
は
優
し
く
て
穏
や
か
な
半
面
、自
信
を
持
っ

て
自
分
を
表
現
す
る
積
極
性
が
欠
け
て
い
ま
し
た
。

「
根
拠
」に
基
づ
き
、論
理
的
に

考
え
、表
現
す
る
力
を
養
う

東
京
都　

立
川
市
立
立
川
第
二
中
学
校

立
川
市
立
立
川
第
二
中
学
校
で
は
、「
根
拠
」
に
基
づ
き
考
え
を
述
べ
さ
せ
る
発
問
や
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
た
評

価
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
な
が
ら
、
教
科
横
断
で
言
語
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
結
果
、
自
分
の
考
え

を
持
つ
生
徒
、
相
手
を
意
識
し
て
話
せ
る
生
徒
が
増
え
た
だ
け
で
な
く
、
教
師
の
意
識
も
大
き
く
変
わ
っ
た
。

学
校
事
例

1

＊プロフィールは 2014 年３月時点のものです

自
分
の
考
え
を

自
信
を
持
っ
て
伝
え
る
力
に
課
題

◉
課
題
意
識

図１

＊同校の資料を基に編集部で作成

分析的
思考

論理的
思考

多角的
思考

情報の取り出し
（根拠を挙げる）

情報の解釈
（理由を示す）

熟考・評価
（根拠・理由を
明確にし、
自分の考えを
表現する）

クリティカル・リーディング＆シンキング

http://www1.m-net.ne.jp/dai2/
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言語活動を通じて高める生徒の力─新教育課程の中間総括として

彼
ら
に
自
信
を
付
け
さ
せ
、
意
見
交
換
が
出
来
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
学
校
全
体
に
も
っ
と
活
気
が
生
ま
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
ま
し
た
」（
常
盤
校
長
）

　

一
方
、
現
場
の
教
師
が
最
も
課
題
に
感
じ
て
い
た

の
は
、
学
び
に
向
か
う
姿
勢
だ
っ
た
。
研
究
主
任
の

菅
真
代
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
授
業
中
に
、
生
徒
か
ら
よ
く
『
テ
ス
ト
に
出
ま

す
か
』
と
聞
か
れ
ま
す
。
成
績
に
関
係
す
る
こ
と
に

は
一
生
懸
命
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
で
目
標

を
持
っ
て
挑
戦
す
る
熱
意
が
弱
く
、
自
分
の
考
え
を

述
べ
た
り
表
現
し
た
り
し
な
い
生
徒
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
」

　

指
導
に
お
い
て
最
も
重
視
す
る
の
が
、「
根
拠
」

を
示
し
な
が
ら
論
理
的
に
表
現
す
る
力
を
付
け
る
こ

と
。「
根
拠
」
は
、生
徒
が
そ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
「
既

習
事
項
」
を
指
す
。
自
分
が
持
っ
て
い
る
知
識
や

経
験
を
総
動
員
し
て
課
題
を
追
究
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
高
め
る
と
共
に
、

知
識
・
理
解
の
定
着
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
国
語
の
授
業
で
学
ん
だ
倒
置
法
や
擬
人

法
な
ど
の
表
現
技
法
を
用
い
た
俳
句
鑑
賞
も
そ
の
１

つ
だ
。「
私
は
こ
の
部
分
が
心
に
残
り
ま
し
た
。
そ

の
理
由
は
、
○
○
の
表
現
技
法
が
使
わ
れ
、
そ
れ
に

よ
っ
て
○
○
の
効
果
が
生
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
」

と
い
う
よ
う
に
、
既
習
事
項
を
活
用
し
、
そ
れ
を
根

拠
に
示
し
な
が
ら
結
論
と
結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う
に

指
導
す
る
。
国
語
科
の
棚
田
優
子
先
生
は
、「
以
前

に
習
っ
た
内
容
を
思
い
出
せ
る
よ
う
な
発
問
を
心
掛

け
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

社
会
科
で
の
言
語
活
動
は
、
資
料
や
デ
ー
タ
の
読

み
取
り
が
中
心
だ
。
生
徒
は
教
科
書
の
中
か
ら
答
え

を
探
そ
う
と
し
が
ち
だ
が
、
教
科
書
に
書
い
て
あ
る

こ
と
だ
け
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
こ
と
を
、
幅
広
い

資
料
や
デ
ー
タ
を
活
用
さ
せ
な
が
ら
体
感
さ
せ
る
。

　

ま
た
、
社
会
科
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し

て
、
授
業
中
の
生
徒
の
思
考
の
方
向
性
を
見
取
る
こ

と
も
大
切
に
し
て
い
る
。
社
会
科
の
江
坂
正
人
先
生

は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
発
言
だ
け
に
注
目
す
る
と
、
発
表
が
得
意
な
生

徒
の
意
見
に
固
定
し
て
し
ま
い
ま
す
。
人
前
で
意

見
を
言
え
な
い
生
徒
も
考
え
て
い
な
い
わ
け
で
は
な

く
、
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
意
見
表
明
で
き
ま
す
。
そ

う
い
う
生
徒
の
思
考
の
深
ま
り
や
方
向
性
を
把
握
す

る
た
め
に
も
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
か
せ
て
意
見
を

す
く
い
上
げ
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
」

　
「
思
考
・
判
断
・
表
現
」
の
評
価
は
、
独
自
の
「
二

中
基
準
」と
い
う
３
段
階
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
行
う
。

ス
テ
ッ
プ
１
「
自
分
な
り
の
考
え
を
持
っ
て
表
現
す

る
」、
ス
テ
ッ
プ
２
「
根
拠
（
理
由
）
を
示
し
て
自

分
な
り
の
考
え
を
表
現
す
る
」、
ス
テ
ッ
プ
３
「
自

分
の
考
え
を
修
正
し
論
理
的
に
表
現
す
る
」。
こ
れ

を
基
に
、
各
単
元
や
授
業
に
応
じ
た
評
価
基
準
を
作

成
す
る
（
Ｐ
．12
図
２
）。
例
え
ば
、「
根
拠
は
あ
る

け
れ
ど
も
、結
論
が
ず
れ
て
い
る
」
と
い
う
場
合
は
、

「
知
識
・
理
解
」
の
観
点
で
は
マ
イ
ナ
ス
だ
が
、「
思

考
・
判
断
・
表
現
」
の
観
点
で
は
評
価
の
対
象
と
な

る
。
生
徒
に
も
分
か
り
や
す
い
評
価
で
あ
り
、
そ
う

で
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
「
ス
テ
ッ
プ
３
の
『
論
理
的
に
』
と
い
う
の
が
一

独
自
の
「
二
中
基
準
」で

思
考
・
判
断
・
表
現
を
評
価

◉
言
語
活
動
の
評
価
方
法

根
拠
を
示
し

論
理
的
に
表
現
す
る
力
を
付
け
る

◉
言
語
活
動
で
の
留
意
点

立
川
市
立
立
川
第
二
中
学
校
校
長

常
盤　
隆　
と
き
わ
・
た
か
し  

「
生
徒
が
自
信
を
持
っ
て
自
分
の
考
え
を
表

現
で
き
、
相
互
交
流
で
き
る
よ
う
な
教
育

を
進
め
た
い
」

立
川
市
立
立
川
第
二
中
学
校

棚
田
優
子　
た
な
だ
・
ゆ
う
こ 

主
任
教
諭
。
国
語
科
担
当
。「
感
動
的
な
中

学
校
生
活
を
演
出
で
き
る
教
師
で
あ
り
た

い
」

立
川
市
立
立
川
第
二
中
学
校

江
坂
正
人　
え
さ
か
・
ま
さ
と  

主
幹
教
諭
。
社
会
科
担
当
。「『
先
生
に
な

り
た
い
な
』
と
生
徒
た
ち
が
思
う
よ
う
な

姿
を
見
せ
た
い
」

立
川
市
立
立
川
第
二
中
学
校

大
澤
友
紀　
お
お
さ
わ
・
ゆ
き 

国
語
科
担
当
。「『
何
事
も
、
本
気
で
、
真

剣
に
取
り
組
む
と
楽
し
く
な
る
』。
こ
の
思

い
を
伝
え
ら
れ
る
教
育
を
し
て
い
き
た
い
」

立
川
市
立
立
川
第
二
中
学
校

菅　
真
代　
す
が
・
ま
よ  

主
任
教
諭
。研
究
主
任
。英
語
科
担
当
。「
生

徒
に
求
め
る
分
、
自
分
も
自
分
の
こ
と
を

語
れ
る
人
間
で
あ
り
た
い
」
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番
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
根
拠
は
妥
当
で
も
結
論
が

飛
躍
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
こ
こ
は
今
後
の
指
導

上
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
」（
常
盤
校
長
）

　

定
期
考
査
に
記
述
問
題
を
盛
り
込
む
教
科
も
多

い
。
国
語
で
は
、「
走
れ
メ
ロ
ス
」
の
単
元
で
、
メ

ロ
ス
が
山
賊
に
襲
わ
れ
る
シ
ー
ン
に
つ
い
て
「
山
賊

は
王
様
が
仕
組
ん
だ
も
の
か
、偶
然
出
て
き
た
の
か
、

あ
な
た
な
り
の
根
拠
を
挙
げ
て
述
べ
な
さ
い
」
と
い

う
設
問
を
入
れ
た
。答
え
は
ど
ち
ら
で
も
構
わ
な
い
。

自
分
な
り
に
文
中
の
描
写
や
価
値
観
を
根
拠
に
し
て

解
答
し
て
い
れ
ば
加
点
さ
れ
る
。

　
「
２
０
０
字
程
度
の
記
述
問
題
を
出
す
と
、
以
前

は
諦
め
て
何
も
書
か
な
い
生
徒
が
大
勢
い
ま
し
た
が
、

こ
の
問
題
で
は
無
回
答
の
生
徒
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
既
習
事
項
を
根
拠
と
し
て
自
分
な
り
の

考
え
を
持
つ
授
業
を
通
し
て
、
思
考
か
ら
逃
げ
な
い

姿
勢
が
身
に
付
い
た
の
で
し
ょ
う
」（
棚
田
先
生
）

　

言
語
活
動
の
質
を
高
め
る
に
は
、
人
の
話
を
聞
く

力
や
生
徒
同
士
が
認
め
合
う
雰
囲
気
づ
く
り
が
重
要

と
な
る
。
こ
う
し
た
学
級
づ
く
り
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
の
１
つ
が
、
13
年
度
に
始
め
た
「
ビ
ブ
リ
オ
バ

ト
ル
」（
＊
）
だ
。
自
分
の
薦
め
た
い
本
を
５
分
間

で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
２
分
間
の
質
問
タ
イ

ム
の
後
、
最
も
読
み
た
い
本
を
参
加
者
が
投
票
し
、

「
チ
ャ
ン
プ
本
」
を
決
め
る
。

　

こ
の
活
動
で
同
校
の
教
師
が
最
も
重
視
し
た
の
が
、

聞
き
手
が
発
表
者
に
「
質
の
高
い
質
問
」
を
す
る
こ

と
だ
。
以
前
、２
年
生
で
「
私
の
宝
物
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
時
、
そ
の
後
の
質
問
で
は

「
宝
物
の
値
段
は
い
く
ら
で
す
か
？
」「
ど
こ
で
売
っ

て
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
浅
薄
で
表
面
的
な
質
問
し

か
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
国
語
科
の
大
澤

友
紀
先
生
は
、
そ
の
活
動
を
こ
う
振
り
返
る
。

　
「『
な
ぜ
そ
れ
が
あ
な
た
に
と
っ
て
宝
物
な
の
か
』

を
聞
い
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
生
徒
は
質
問
す

る
こ
と
を
意
識
し
て
話
を
聞
い
て
い
な
い
た
め
に
、

断
片
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
し
か
頭
に
残
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
質
問
を
す
る
た
め
の
訓
練
が
必
要
だ
と
は

思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

大
澤
先
生
は
、ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
行
う
際
に
は
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
気
に
な
っ
た
こ
と
は
メ
モ

し
て
、質
問
の
材
料
に
す
る
よ
う
生
徒
に
指
導
し
た
。

「
気
に
な
る
こ
と
は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
か
ら
、
正
解

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
が
思
う
こ
と
を
メ
モ
し
て
く

だ
さ
い
」
と
伝
え
た
と
こ
ろ
、
的
を
射
た
質
問
が
出

来
る
生
徒
が
増
え
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
公
開
授
業
で
は
、
教
師
が
驚

く
ほ
ど
生
徒
は
よ
く
質
問
し
た
。

　
「『
質
問
は
あ
り
ま
す
か
』
と
聞
く
と
静
ま
り
返
っ

て
し
ま
う
の
が
、
本
校
の
い
つ
も
の
光
景
で
し
た
。

そ
れ
が
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
時
は
何
人
も
手
を
挙

げ
て
、
本
の
内
容
に
深
く
切
り
込
ん
で
質
問
を
す
る

姿
に
驚
き
ま
し
た
」（
菅
先
生
）

　
「
チ
ャ
ン
プ
本
」
を
決
め
る
投
票
は
、
本
に
対
す

る
熱
い
思
い
を
語
れ
て
い
る
か
を
基
準
に
行
っ
た
。

　
「
私
た
ち
は
雄
弁
な
生
徒
を
育
て
た
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
本
番
で
は
、
つ
た
な
く
て
も
一
生
懸

命
に
、
自
分
が
ど
れ
だ
け
こ
の
本
が
好
き
か
を
伝
え

ら
れ
た
生
徒
が
紹
介
し
た
本
に
票
が
集
ま
り
ま
し

た
。
主
張
に
説
得
力
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
と
こ

ろ
を
重
視
し
て
選
ん
で
く
れ
た
の
は
う
れ
し
か
っ
た

で
す
」
と
、
大
澤
先
生
は
頬
を
緩
め
る
。

　

研
究
授
業
は
教
科
横
断
で
行
う
。
そ
こ
で
、
授
業

を
見
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
生
徒
の
動
き
を
見
る
こ

と
」
を
挙
げ
て
い
る
。

「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」で

互
い
を
認
め
合
う
雰
囲
気
を
つ
く
る

◉
言
語
活
動
が
活
性
化
す
る
風
土
づ
く
り

「
生
徒
の
動
き
」に
着
目
し

教
科
を
超
え
て
授
業
を
見
合
う

◉
研
究
授
業
の
進
め
方
の
工
夫

＊立命館大の谷口忠
ただ

大
ひろ

准教授が考案したゲーム形式の書評合戦のこと。詳しくは右記ウェブサイト参照。http://www.bibliobattle.jp

＊同校の資料を基に編集部で作成

３
年
生
国
語
科

ステップ１ ステップ２ ステップ３

２
年
生
家
庭
科

社説で述べられてい
る主張に対して自分
の考えを持っている。

社説で述べられてい
る主張について、根
拠（理由）を挙げた
上で賛成、反対など
の意見を発表する。

社説で述べられてい
る主張に対して、他
の発表する意見を聞
いて、自分の意見を
修正したり深めたり
して発表する。

献立を立てる時に必
要な条件を自分なり
のことばや文章で表
現している。

各自の考えたことを
伝え合い、班員で協
力して１つの献立を
考えている。

他の班の発表を聞
き、自分なりの考え
を入れながら、自分
の考えを見直し修正
を加えていき、考え
や工夫を深めていく。

図２ 「二中基準」国語科、家庭科の例

http://www.bibliobattle.jp
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言語活動を通じて高める生徒の力─新教育課程の中間総括として

　
「
当
た
り
障
り
の
な
い
感
想
を
述
べ
合
う
研
究
授

業
・
研
究
協
議
会
で
は
、
行
う
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
く
ま
で
生
徒
を
中
心
に
据
え
て
、
教
科
を
超
え
て

先
生
方
が
活
発
に
意
見
を
交
換
で
き
る
研
究
授
業
・

研
究
協
議
会
と
な
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
」（
常

盤
校
長
）

　

参
観
側
の
教
師
は
、「
こ
の
発
問
で
生
徒
が
こ
の

よ
う
に
動
い
て
い
た
」「
誰
々
は
指
示
が
分
か
ら
ず

固
ま
っ
て
い
た
」
な
ど
生
徒
の
活
動
を
観
察
す
る
。

　
「
先
生
に
視
線
が
集
ま
り
に
く
い
の
で
、
授
業
を

す
る
方
も
緊
張
せ
ず
に
済
み
ま
す
し
、
生
徒
の
動
き

に
対
し
て
の
意
見
な
の
で
、
他
教
科
で
も
抵
抗
な
く

発
言
で
き
ま
す
。
こ
の
ス
タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
て
か

ら
、研
究
授
業
が
活
発
に
な
り
ま
し
た
」（
江
坂
先
生
）

　

研
究
授
業
の
方
法
は
、
生
徒
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

担
当
教
師
を
決
め
て
観
察
す
る
方
法
と
、
異
な
る
タ

イ
プ
の
生
徒
を
数
人
取
り
上
げ
て
、
授
業
内
に
お
け

る
変
容
を
見
る
方
法
が
あ
る
。
前
者
は
、
学
級
全
体

が
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
た
の
か
、
各
グ
ル
ー
プ
で

生
徒
が
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
た
の
か
を
見
る
の

に
適
し
て
い
る
。
生
徒
の
思
考
の
深
ま
り
を
個
別
に

見
る
場
合
は
、
後
者
と
な
る
。
活
発
に
発
言
す
る
タ

イ
プ
、
静
か
に
考
え
る
タ
イ
プ
な
ど
、
特
徴
の
異
な

る
生
徒
を
数
人
指
定
し
、そ
の
生
徒
の
動
き
や
発
言
、

表
情
、
ノ
ー
ト
の
記
載
内
容
を
付
せ
ん
に
記
録
し
、

事
後
研
究
で
は
そ
れ
ら
を
基
に
話
す
（
図
３
）。

　
「
自
分
の
指
示
や
発
問
に
よ
っ
て
生
徒
が
ど
の
よ

う
に
動
い
た
の
か
は
、
授
業
を
し
た
自
分
自
身
も
知

り
た
い
と
こ
ろ
。指
示
の
仕
方
が
悪
か
っ
た
、発
問
が

あ
い
ま
い
だ
っ
た
な
ど
、生
徒
の
動
き
か
ら
知
る
こ

と
が
出
来
る
の
は
貴
重
な
体
験
で
す
」（
棚
田
先
生
）

　

授
業
改
善
の
成
果
は
生
徒
の
変
容
と
な
っ
て
表
れ

て
い
る
。
13
年
度
の
生
徒

意
識
調
査
に
よ
る
と
、「
意

見
を
言
う
と
き
、
そ
の
根

拠
や
理
由
を
明
確
に
し
て

話
す
よ
う
に
し
て
い
る
」

と
い
う
生
徒
は
、
11
年
度

の
56
％
か
ら
75
％
（
で
き

て
い
る
＋
ま
あ
で
き
て
い

る
）に
増
加
。授
業
で
記
録

す
る
習
慣
が
身
に
付
い
た

生
徒
、
相
手
を
意
識
し
た

聞
き
方
や
話
し
方
が
出
来
る
生
徒
も
増
え
て
い
る
。

　

何
よ
り
も
大
き
な
成
果
は
、
教
師
の
意
識
改
革
が

な
さ
れ
た
こ
と
だ
。

　
「
私
た
ち
の
世
代
は
、
な
か
な
か
自
分
の
授
業
ス

タ
イ
ル
を
崩
せ
ま
せ
ん
。
う
ま
く
い
か
な
い
と
自
分

の
力
不
足
を
省
み
ず
に
、
つ
い
生
徒
の
せ
い
に
し
て

し
ま
い
ま
す
。
学
校
を
挙
げ
て
新
し
い
取
り
組
み
を

進
め
る
中
で
、
若
手
の
先
生
方
の
工
夫
を
目
の
当
た

り
に
し
、
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
方
も
積
極
的
に
授
業
を

変
え
て
み
よ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
き

な
変
化
で
す
。教
師
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
こ
そ
が
、

研
究
の
最
大
の
目
的
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
」（
江
坂
先
生
）

　
「
研
究
授
業
は
私
も
生
徒
も
緊
張
し
ま
す
が
、
年

に
最
低
１
回
は
そ
う
い
う
場
に
身
を
置
い
て
、
自
分

に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
な
が
ら
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
。
そ
う
い
う
姿
勢
を
持
ち
続
け

る
こ
と
で
、
教
師
も
よ
り
良
い
も
の
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
る
こ
と
が
、
生
徒
に
も
伝
わ
る
の
だ
と
思

い
ま
す
」（
棚
田
先
生
）

　

今
後
の
課
題
は
、
話
し
合
い
や
討
論
な
ど
の
学
習

活
動
を
更
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
だ
。

　
「
こ
こ
数
年
で
、
生
徒
は
自
分
の
意
見
を
自
信
を

持
っ
て
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
力
を
活

用
し
て
、
生
徒
同
士
で
も
っ
と
意
見
交
換
や
交
流
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
開
授
業
な
ど
の
特
別
な
場
だ
け
で
は
な
く
、
日
常

の
授
業
で
も
出
来
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
本
校
は
更
に

活
性
化
し
て
い
く
は
ず
で
す
」（
常
盤
校
長
）

日
常
の
場
で
の
生
徒
同
士
の

意
見
交
換
が
今
後
の
課
題

◉
成
果
と
課
題

図３ 研究授業の付せんの活用例

赤色付せんは生徒全体の行動について記録する。

黄色の付せんは対象生徒のつぶやきや行動を記録する。

青色付せんは対象生徒の思考・判断・表現を記録する。

13:22　Ａ
思考ボードを開き、
真剣に取り組み、
他の生徒と細かい
ところまで確認して
いた

13:22　B
しばらく何もしなかっ
た。友達の声かけに
より、やっと思考
ボードを開き、確認
を始めた

13:22　C
落ち着かない様子。
「分からない」とつぶ
やきながらしばらく何
も記入できなかった。
机間指導中の先生
に助けを求めた

13:22　D
手をあげて発言し
た。先生の問いかけ
に適切な説明がで
きた。思考ボードは
見ないで自分の言
葉で表現できた

13:22　E
指名されて発言し
た。思考ボードを見
ながらではあるが、
しっかりと説明がで
きた

13:22　F
思考ボードを開き、
電圧計の使い方に
ついて気付いたこと
を新たに書き加えて
いた

13:22
ほとんどの生徒が
思考ボードを開いて
確認した。最初に何
もしなかった生徒は
４名。積極的に意
見交換をして確認
している生徒が６名

13:22
先生の問いかけに
ほとんどの生徒が
手をあげた。３名の
生徒が発言した。他
の生徒は３名の発
言をしっかり聞いて
いた

13:22
すぐに活動に移れ
ない生徒が半分以
上いた。先生の厳し
い指導により、思考
ボードを全員が開く
までに３分ほどか
かった

2011年度の研究授業（理科）では、教室全体を見る教師と、
特徴の異なる６人の生徒の動きを追う教師に分かれて、
授業を見取った。３色の付せんを使い、黄色には生徒の
つぶやきや行動、青色には生徒の思考・判断・表現の変
化が見られた行動、赤色には生徒全体の行動を記録した
＊同校の資料を基に編集部で作成
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S c h o o l  D a t a
◎１９６２（昭和３７）年、福山市
立水呑中学校と高島中学校が統
合して創立。校訓は「明るく　正し
く　たくましく」。「思考力・判断力・
表現力の育成」「規律３要素（挨
拶・時間・掃除）の徹底」「部活
動の充実」に重点を置く。

校長◎三島重義先生　

生徒数◎ 377 人　　学級数◎１4学級（うち特別支援学級３）

所在地◎〒720-0833　広島県福山市水呑向丘107

TEL◎ 084-956-0074

URL◎ http://www.edu.city.fukuyama.hiroshima.jp/chu-mukaigaoka/

公開研究会◎ 2014 年 6月26日（予定）

　

福
山
市
立
向む

か
い

丘が
お
か

中
学
校
は
、
福
山
市
郊
外
の
閑
静

な
住
宅
街
に
あ
る
中
規
模
校
だ
。
２
０
１
３
年
度
の

広
島
県
「『
基
礎
・
基
本
』
定
着
状
況
調
査
」
や
文

部
科
学
省
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
で
は
、

い
ず
れ
も
県
・
全
国
平
均
を
上
回
る
成
績
を
挙
げ
、

市
内
で
は
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
学
校
と
し
て
知
ら

れ
る
。
09
年
度
、
同
校
は
「
広
島
県
中
学
校
学
力
向

上
対
策
事
業
」
に
名
乗
り
を
挙
げ
、
３
年
間
の
指
定

を
受
け
て
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育
成
」

の
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
背
景
を
、
三
島

重
義
校
長
は
こ
う
語
る
。

　
「
生
徒
は
と
て
も
素
直
な
の
で
す
が
、自
信
を
持
っ

て
前
に
出
て
い
く
積
極
性
、
自
分
か
ら
意
欲
的
に
学

び
に
向
か
う
主
体
性
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。
県
の
事
業
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
教
師
の
意

識
を
学
力
向
上
に
向
け
、
生
徒
の
学
習
意
欲
の
向
上

を
図
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　

研
究
は
、
誤
答
分
析
↓
授
業
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
の

明
確
化
↓
授
業
研
究
↓
研
究
協
議
↓
改
善
策
の
共
有

化
・
評
価
問
題
で
の
授
業
の
検
証
と
い
う
流
れ
で

行
っ
た
。
初
年
度
は
、
国
語
・
数
学
・
英
語
で
取
り

組
ん
だ
が
、
全
教
科
で
研
究
し
な
け
れ
ば
学
校
全
体

の
取
り
組
み
に
な
ら
な
い
と
い
う
門
田
剛
年
前
校
長

の
方
針
に
よ
り
、
全
教
師
が
研
究
に
か
か
わ
っ
た
。

３
教
科
で
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
国
語
に

は
理
科
と
保
健
体
育
、
数
学
に
は
技
術
・
家
庭
と
社

会
、
英
語
に
は
音
楽
と
美
術
が
加
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
視
点
か
ら
意
見
を
述
べ
た
。
翌
年
、
理
科
と
社
会

を
加
え
た
５
教
科
、
そ
し
て
最
終
年
度
の
11
年
度
に

は
全
教
科
へ
と
研
究
を
広
げ
た
。

　

文
系
・
理
系
・
実
技
系
が
混
在
す
る
グ
ル
ー
プ
と

教
材
の
分
析
か
ら「
型
」を
取
り
出
し
、

考
え
を
整
理
さ
せ
見
通
し
の
あ
る
活
動
に

広
島
県　

福
山
市
立
向む

か
い
が
お
か丘

中
学
校

福
山
市
立
向
丘
中
学
校
は
県
の
指
定
を
受
け「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育
成
」の
研
究
に
取
り
組
む
。生
徒
と
共
に

教
材
か
ら「
思
考
の
型
」「
表
現
の
型
」を
取
り
出
し
、そ
の
型
を
習
得
し
て
日
常
的
な
場
面
に
活
用
し
た
り
個
性
的
に
表

現
し
た
り
す
る
授
業
を
展
開
。他
教
科
と
の
連
携
授
業
も
行
い
、生
徒
の
考
え
る
力
、主
体
的
に
学
ぶ
意
欲
を
引
き
出
す
。

学
校
事
例

2

＊プロフィールは 2014 年３月時点のものです

学
力
向
上
へ
の
教
師
の
意
識
を
高
め
、

意
欲
的
に
学
ぶ
生
徒
を
育
て
た
い

◉
課
題
意
識

教
科
混
合
の
グ
ル
ー
プ
で

授
業
を
見
合
い
、
意
見
を
交
わ
す

◉
研
究
の
進
め
方
の
工
夫

http://www.edu.city.fukuyama.hiroshima.jp/chu-mukaigaoka/
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言語活動を通じて高める生徒の力─新教育課程の中間総括として

し
た
理
由
を
、
研
究
主
任
の
飛
田
美
智
子
先
生
は
こ

う
語
る
。

　
「
黒
板
の
書
き
方
や
発
問
の
仕
方
、
授
業
の
流
れ
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど
、
教
科
は
違
っ
て
も
参
考
に
な

る
点
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
初
年
度
か
ら
他
教
科

も
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
３
教
科
の
頑
張
り
を
見
て
、

自
分
た
ち
も
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
を
持
て
た
と

思
い
ま
す
。
今
は
、
教
師
間
に
教
科
を
超
え
て
意
見

を
言
い
合
う
雰
囲
気
が
根
付
き
、
若
手
教
師
も
前
に

出
て
発
表
す
る
光
景
が
当
た
り
前
に
な
り
ま
し
た
」

　

ま
た
、公
開
授
業
時
に
は
必
ず
外
部
講
師
を
招
き
、

取
り
組
み
の
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　
「
専
門
的
な
見
地
か
ら
改
善
点
を
指
摘
し
て
も
ら

い
、褒
め
て
も
ら
う
こ
と
で
、先
生
方
に
『
大
変
だ
っ

た
け
ど
や
っ
て
良
か
っ
た
』
と
効
果
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
」（
三
島
校
長
）

　

研
究
の
最
大
の
特
徴
は
、
生
徒
の
つ
ま
ず
き
を
把

握
し
、
原
因
を
明
確
に
し
て
改
善
点
を
考
え
、
授
業

を
組
み
立
て
て
い
く
点
だ
。

　

広
島
県
の
公
立
小
・
中
学
校
に
は
、
県
内
共
通
の

学
習
指
導
案
の
様
式
が
あ
る
。
一
般
的
な
学
習
指
導

案
と
異
な
り
、
最
初
に
「
つ
ま
ず
き
の
把
握
」
と
い

う
項
目
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
全
国
や
県
の
学
力
調

査
、
定
期
考
査
な
ど
、
音
楽
や
体
育
な
ど
の
実
技
教

科
で
は
生
徒
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
基
に
、

生
徒
が
ど
こ
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
の
か
を
明
確
に
す

る
。こ
こ
で
把
握
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に「
指

導
改
善
ポ
イ
ン
ト
の
明
確
化
」
を
し
た
上
で
「
単
元

の
目
標
」「
単
元
の
評
価
規
準
」「
指
導
と
評
価
の
計

画
等
」
な
ど
を
設
定
す

る
（
図
１
）。
生
徒
の
課

題
に
基
づ
き
、
授
業
で

ど
う
い
う
力
を
付
け
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
を

明
示
す
る
た
め
に
、
こ

の
様
式
が
考
案
さ
れ
た
。

　

一
方
、
言
語
活
動
は

「
型
」
を
重
視
す
る
点
に

特
徴
が
あ
る
。
教
材
や

題
材
、
さ
ま
ざ
ま
な
資

料
か
ら
活
用
・
表
現
す

る
た
め
の
方
法
や
特
徴

を
、
教
師
が
示
し
、
あ
る
い
は
生
徒
自
身
が
考
え
、

そ
れ
を
自
分
た
ち
の
活
動
に
生
か
し
て
い
く
。
学
習

の
手
順
や
考
え
方
が
明
ら
か
に
な
る
た
め
、
生
徒
は

見
通
し
を
持
っ
て
授
業
に
取
り
組
め
る
。

　

同
校
で
は
言
語
活
動
を
ど
の
よ
う
に
授
業
に
取
り

入
れ
て
い
る
の
か
、３
つ
の
教
科
を
例
に
紹
介
す
る
。

　　

13
年
度
に
１
年
生
で
行
っ
た
「
作
家
に
な
ろ
う
」

と
い
う
授
業
で
は
、
県
の
学
力
調
査
に
基
づ
い
て
、

生
徒
の
課
題
を
起
点
に
し

授
業
内
容
を
組
み
立
て
る

題
材
か
ら
抜
き
出
し
た「
型
」を
使
い
、

課
題
に
取
り
組
む

◉
言
語
活
動
の
実
践
例
①
国
語
科

福
山
市
立
向
丘
中
学
校
校
長

三
島
重
義　
み
し
ま
・
し
げ
よ
し  

「
生
徒
、
保
護
者
、
職
員
が
共
に
夢
と
誇
り

を
持
ち
、
活
動
が
輝
く
学
校
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
た
い
」

福
山
市
立
向
丘
中
学
校

水
野
直
喜　
み
ず
の
・
な
お
き  

美
術
科
担
当
。「
モ
ッ
ト
ー
は
『
至
誠
』。

誠
実
に
コ
ツ
コ
ツ
と
つ
く
り
続
け
る
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
る
」

福
山
市
立
向
丘
中
学
校

飛
田
美
智
子　
と
び
た
・
み
ち
こ  

研
究
主
任
。
国
語
科
担
当
。「
国
語
の
授
業

が
、
将
来
、
人
生
を
豊
か
に
す
る
き
っ
か

け
に
な
れ
た
ら
う
れ
し
い
」

福
山
市
立
向
丘
中
学
校

前
田
友
香　
ま
え
だ
・
ゆ
か  

家
庭
科
担
当
。「
生
徒
を
、
感
謝
の
心
を
伝

え
ら
れ
る
人
に
育
て
た
い
」

図１１年生国語「つながりを読む」学習指導案（抜粋）

学習指導案は全１１項目から成る　＊同校の資料をそのまま掲載
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心
情
や
情
景
を
表
す
語
句
に
つ
い
て
読
み
取
る
力
、

描
写
の
効
果
や
登
場
人
物
の
言
動
の
意
味
を
考
え
る

力
が
弱
い
こ
と
を
課
題
に
挙
げ
、
小
説
か
ら
読
み

取
っ
た「
型
」を
用
い
て
、物
語
を
創
作
し
、発
表
す
る

活
動
を
行
っ
た
。活
動
の
主
な
流
れ
は
次
の
通
り
だ
。

❶
小
説
を
読
み
、
登
場
人
物
の
性
格
や
人
間
関
係
に

つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、図
に
ま
と
め
る
。

❷
心
情
・
行
動
な
ど
の
情
報
、
描
写
や
比
喩
表
現
な

ど
を
取
り
出
し
、作
者
の
表
現
の
良
さ
を
共
有
し
、

一
覧
表
に
す
る
（
図
２
）。
設
定
・
発
端
・
展
開
・

山
場
・
結
末
が
ど
こ
か
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
。

❸
読
み
取
っ
た
「
型
」
を
用
い
て
物
語
を
創
る
。
登

場
人
物
や
場
面
を
設
定
し
、
物
語
の
発
端
・
山
場
・

結
末
を
お
お
ま
か
に
考
え
、「
段
落
あ
ら
す
じ
シ
ー

ト
」
を
使
い
、
６
０
０
字
で
下
書
き
を
す
る
。

❹
下
書
き
を
グ
ル
ー
プ
で
読
み
合
い
、
付
せ
ん
に
工

夫
点
・
改
善
点
を
書
い
て
意
見
交
換
を
す
る
。
自

分
が
活
用
し
た
「
型
」
も
説
明
す
る
。

　

活
動
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
「
型
」
の
抽
出
だ
。

教
師
は
「
比
喩
表
現
を
集
め
て
み
よ
う
」「
登
場
人

物
の
性
格
や
考
え
方
が
分
か
る
表
現
を
取
り
出
し
て

み
よ
う
」
な
ど
と
投
げ
掛
け
、生
徒
の
中
か
ら
「
型
」

に
な
る
要
素
を
引
き
出
し
、
ま
と
め
て
い
く
。

　
「
生
徒
が
五
感
で
感
じ
た
こ
と
を
、
自
分
の
言
葉

に
し
て
発
言
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
生
徒
の
発

言
を
い
か
に
整
理
す
る
か
、
教
師
の
指
導
力
が
問
わ

れ
る
点
で
も
あ
り
ま
す
」（
飛
田
先
生
）

　

国
語
科
で
は
、
音
楽
科
と
共
同
で
学
級
Ｃ
Ｍ
を
つ

く
っ
た
り
、「
走
れ
メ
ロ
ス
」
を
題
材
に
「
声
優
に

な
ろ
う
」と
い
う
朗
読
活
動
を
行
っ
た
り
と
、ユ
ニ
ー

ク
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
「
国
語
の
基
礎
・
基
本
を
身
に
付
け
さ
せ
る
の
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
、
言
葉

を
通
し
て
楽
し
み
、
心
豊
か
な
生
徒
を
育
て
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
面
白
い
と
思
え
る
経
験
を
１
つ
で

も
多
く
積
む
こ
と
に
よ
っ
て
、『
音
楽
を
楽
し
も
う
』

『
劇
を
観
に
行
こ
う
』
な
ど
と
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

日
常
生
活
を
豊
か
に
広
げ
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」（
飛
田
先
生
）

　

美
術
科
で
は
、
課
題
把
握
の
際
に
生
徒
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、
作
品
制
作
が
好
き
な
生

徒
が
多
い
一
方
で
、
興
味
を
持
っ
た
技
法
で
作
品
を

制
作
す
る
経
験
が
少
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
取
り
入
れ
た
の
が
、
マ
ル
ク
・
シ
ャ
ガ
ー

ル
の
技
法
を
使
っ
た
創
作
活
動
だ
。
ま
ず
、マ
ル
ク
・

シ
ャ
ガ
ー
ル
の
作
品
「
日
曜
日
」
を
「
型
」
と
し
て

学
ぶ
た
め
に
鑑
賞
し
た
。
こ
の
作
品
は
、
画
家
の
故

郷
ロ
シ
ア
と
そ
の
時
滞
在
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
の
風

景
を
描
い
て
い
る
。「
美
術
鑑
賞
シ
ー
ト
」
の
「
ど

ん
な
建
物
や
情
景
で
す
か
」「
ど
ん
な
音
が
聞
こ
え

ま
す
か
」「
構
成
の
工
夫
」「
色
使
い
の
工
夫
」
な
ど

の
項
目
を
理
由
と
共
に
書
き
、
作
品
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
く
。

　

次
に
、
国
語
の
授
業
で
、
生
徒
は
シ
ャ
ガ
ー
ル
の

絵
の
鑑
賞
文
を
書
い
た
。
こ
こ
で
も
、「
型
」
を
意

識
し
た
活
動
が
行
わ
れ
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
「
は
じ

め
↓
な
か
１
↓
な
か
２
↓
ま
と
め
↓
む
す
び
」
と
い

う
鑑
賞
文
の
流
れ
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
こ
の
絵

は
…
（
空
欄
）
…
を
表
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
」（
な

美
術
で
の
絵
画
鑑
賞
を

国
語
の
授
業
で
言
語
化
す
る

◉
言
語
活
動
の
実
践
例
②
美
術
科

図２ 生徒が小説から読み取った「型」

小説から生徒が読み取ったことを、①題の付け方について、
②書き始めと終わりの関係、③描写の仕方、④きらり表現の
４項目に分けて一覧にし「型」とする。生徒はこれを参考に
しながら、物語を創作した
＊同校の資料をそのまま掲載
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特集

言語活動を通じて高める生徒の力─新教育課程の中間総括として

か
１
）、「
私
は
こ
の
絵
か
ら
…
（
空
欄
）」（
ま
と
め
）

と
い
っ
た
「
型
」
を
示
し
た
。
生
徒
は
シ
ャ
ガ
ー
ル

が
作
品
に
込
め
た
思
い
を
自
分
な
り
に
解
釈
し
、
空

欄
を
埋
め
る
形
で
鑑
賞
文
を
完
成
さ
せ
た
。

　

そ
の
上
で
、
美
術
の
授
業
を
行
い
、
生
徒
は
自
分

の
異
な
る
３
つ
の
思
い
出
を
１
つ
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に

描
い
た
。
普
通
に
３
つ
の
思
い
出
を
描
か
せ
る
と
、

生
徒
は
直
近
の
こ
と
ば
か
り
を
描
く
こ
と
が
多
い

が
、
言
語
活
動
を
通
じ
て
見
方
が
広
が
り
、
中
に
は
、

中
学
校
の
入
学
式
と
小
学
校
の
修
学
旅
行
の
場
面
を

描
い
た
生
徒
も
い
た
と
い
う
。

　

美
術
科
の
水
野
直
喜
先
生
は
、「
美
術
の
授
業
で

の
活
動
を
国
語
の
授
業
に
引
き
継
い
だ
こ
と
で
、
生

徒
が
ぼ
ん
や
り
感
じ
て
い
た
こ
と
を
言
語
化
で
き
、

鑑
賞
が
よ
り
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
積
み
重
ね
て
い
く
と
、生
徒
は
、

作
品
を
よ
り
深
く
鑑
賞
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

　
「
学
ん
だ
技
法
を
他
の
課
題
に
応
用
す
る
生
徒
も

い
ま
す
。
こ
う
し
た
経
験
を
積
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

社
会
に
出
た
時
の
も
の
の
見
方
や
感
じ
方
も
変
わ
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
水
野
先
生
）

　

実
技
教
科
の
授
業
は
週
１
回
で
あ
る
た
め
、
他
教

科
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
学
習
へ
の
意
識
を

途
切
れ
さ
せ
な
い
こ
と
に
も
効
果
が
あ
る
と
い
う
。

　

家
庭
科
の
前
田
友
香
先
生
は
、
国
立
教
育
政
策
研

究
所
「
特
定
の
課
題
に
関
す
る
調
査
（
技
術
・
家
庭
）」

（
＊
）
を
参
考
に
課
題
を
洗
い
出
し
た
。
そ
の
調
査

の
中
で
「
分
か
ら
な
い
こ
と
や
興
味
・
関
心
を
も
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
自
分
か
ら
調
べ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
か
」「
自
分
で
考
え
た
り
工
夫
し
た
り
す
る
こ
と

は
好
き
で
す
か
」
と
い
う
質
問
に
肯
定
的
な
回
答
を

し
た
生
徒
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
着
目
し
た
。

　

箸
袋
の
製
作
で
は
、
ま
ず
２
つ
の
完
成
作
品
を
見

せ
た
。
マ
チ
が
き
れ
い
に
縫
っ
て
あ
る
箸
袋
と
、
ね

じ
れ
て
い
る
箸
袋
を
提
示
し
、
生
徒
に
両
方
の
袋
の

糸
を
ほ
ど
い
て
分
解
さ
せ
な
が
ら
、
ど
こ
が
お
か
し

い
の
か
、
ど
う
し
て
ね
じ
れ
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
の

か
、
そ
の
理
由
を
考
え
さ
せ
た
。

　
「
生
徒
は
、
自
分
た
ち
が
袋
を
分
解
し
、
考
え
て

い
く
こ
と
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。
教
師
が
教
え
る

よ
り
も
、
自
分
で
発
見
し
て
い
く
方
が
生
徒
の
や
る

気
は
高
ま
り
ま
す
。
分
か
る
か
ら
自
分
で
も
作
り
た

く
な
る
し
、
出
来
る
よ
う
に
な
れ
ば
友
だ
ち
に
も
教

え
た
く
な
る
。
こ
の
授
業
を
き
っ
か
け
に
ク
ラ
ス
の

雰
囲
気
が
良
く
な
り
、
生
徒
同
士
が
自
ら
進
ん
で
活

動
に
向
か
う
雰
囲
気
が
生
ま
れ
ま
し
た
」（
前
田
先

生
）

　

研
究
が
進
む
に
つ
れ
、
生
徒
の
思
考
が
深
ま
り
、

学
習
意
欲
も
増
し
て
い
る
と
飛
田
先
生
は
い
う
。

　
「
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
の
『
少
年
の
日
の
思
い
出
』

を
扱
っ
た
時
に
は
、
最
初
に
読
ん
だ
感
想
文
で
『
な

ぜ
、
あ
の
場
面
で
〈
あ
い
つ
〉
と
い
う
呼
び
方
を
し

た
の
か
不
思
議
に
思
っ
た
』『
情
景
描
写
の
中
に
心

理
描
写
が
入
っ
て
い
る
の
が
す
ご
い
』
と
、
授
業
で

こ
れ
か
ら
読
み
込
ま
せ
よ
う
と
考
え
て
い
た
部
分
が

既
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て

き
た
学
習
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

　

た
だ
文
章
を
読
み
取
る
だ
け
で
は
な
く
、「
型
」

を
つ
く
り
、考
え
る
学
習
を
積
み
重
ね
た
か
ら
こ
そ
、

難
し
い
作
品
に
出
合
っ
て
も
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
て
読
み
込
む
こ
と
が
出
来
た
の
だ
ろ
う
。

　
「
知
識
を
た
だ
我
慢
し
て
暗
記
す
る
の
で
は
な
く
、

言
語
活
動
を
通
じ
て
、
自
分
か
ら
考
え
た
り
結
び
付

け
た
り
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
識
を
定
着
さ

せ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
基

礎
・
基
本
の
定
着
率
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き

そ
う
で
す
」
と
三
島
校
長
は
分
析
す
る
。

　

今
後
の
課
題
は
、
研
究
授
業
で
行
っ
て
き
た
言
語

活
動
を
通
常
の
授
業
に
広
げ
て
い
く
こ
と
だ
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
、
普
段
の
単
元
計
画
の
中
で
、
ど

こ
ま
で
こ
う
し
た
言
語
活
動
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
か

が
鍵
に
な
り
ま
す
。
取
り
入
れ
て
い
る
教
科
が
少
し

ず
つ
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
全
て
の
教
師
が

十
分
に
取
り
組
め
て
い
る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
庭
学
習
と
も
う
ま
く
関
連
付
け
な
が
ら
、
先
生
方

の
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
定

的
に
学
力
向
上
に
結
び
付
く
土
壌
が
出
来
る
と
考
え

て
い
ま
す
」（
三
島
校
長
）

教
師
の
説
明
で
は
な
く

失
敗
例
を
見
せ
て
、発
見
さ
せ
る

◉
言
語
活
動
の
実
践
例
③
家
庭
科

普
段
の
授
業
で
「
型
」に
基
づ
く

授
業
を
実
践
で
き
る
か
が
鍵

◉
成
果
と
課
題

＊調査実施期間／2007年10 ～11月、調査対象／中学校第３学年（中等教育学校前期課程を含む）15,993人
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S c h o o l  D a t a
◎ 1947（昭和 22）年開校。教
育目標は「社会を生き抜く知恵
と力を身につけた心豊かな生徒
の育成」。言語活動と共に、特別
支援教育にも力を入れ、2014
年度からは文部科学省指定の研
究事業を推進する予定。

校長◎平川富久先生　

生徒数◎ 465 人　　学級数◎１5学級（うち特別支援学級２）

所在地◎〒845-0021　佐賀県小城市三日月町長神田1650

TEL◎ 0952-73-2016

URL◎ http://www3.saga-ed.jp/school/edq11051/

公開研究会◎未定

　

小お

城ぎ

市
立
三
日
月
中
学
校
で
は
、
２
０
１
１
年
度

か
ら
２
年
間
、
佐
賀
県
の
教
育
課
程
研
究
推
進
校
の

指
定
を
受
け
て
「
学
び
を
ひ
ら
く
授
業
の
創
造
」
の

研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
教
室
の
中
だ
け
で
授
業

を
完
結
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
授
業
後
も
そ
の
テ
ー

マ
や
社
会
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
続
け
る
生
徒
を
育

て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
究
だ
。
そ
の
内
容
と
成

果
は
、本
誌
13
年
度
Ｖ
ｏ
ｌ
．１
の
特
集
で
紹
介
し
た
。

　

取
り
組
み
の
柱
の
１
つ
は
、
授
業
に
お
け
る
「
リ

ア
ル
な
問
い
」
の
設
定
だ
。
全
教
科
で
単
元
の
中
に

実
社
会
や
生
活
に
即
し
た
問
い
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

問
い
を
用
意
し
、
言
語
活
動
を
通
し
て
生
徒
が
自
ら

考
え
自
分
な
り
の
答
え
を
模
索
す
る
。
ま
た
、
授

業
で
言
語
活
動
を
円
滑
に
行
う
雰
囲
気
を
つ
く
る
た

め
、朝
の
会
で
「
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
ム
」
を
設
定
。

生
徒
が
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
対
話
や
ス
ピ
ー
チ
を
行

い
、
互
い
を
認
め
合
う
気
持
ち
を
育
む
こ
と
で
、
意

見
を
述
べ
や
す
い
雰
囲
気
に
し
て
い
く
。

　

一
連
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
生
徒
の
学
習
へ
の

意
欲
が
高
ま
り
、
生
徒
同
士
が
認
め
合
う
雰
囲
気
が

生
ま
れ
る
な
ど
多
く
の
成
果
を
得
た
。
指
定
終
了
後

の
課
題
は
、「
リ
ア
ル
な
問
い
」
を
生
徒
に
と
っ
て

よ
り
意
義
の
あ
る
内
容
に
す
る
こ
と
、
更
に
生
徒
の

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
測
る
評
価
方
法
の
開

発
、
教
師
が
意
欲
的
に
取
り
組
み
を
継
続
す
る
こ
と

だ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
同
校
が
ど
の

よ
う
に
研
究
を
深
化
さ
せ
て
い
る
の
か
を
見
て
い
く
。

　
「
リ
ア
ル
な
問
い
」
の
設
定
は
、
引
き
続
き
同
校

の
研
究
の
柱
だ
。
13
年
度
も
「
聖
徳
太
子
の
理
想
が

実
現
し
た
の
は
い
つ
か
」「
最
も
賢
い
幕
政
改
革
者

は
誰
か
」（
社
会
科
）、｢

平
方
根
は
実
生
活
に
ど
の

生
活
に
即
し
た
「
リ
ア
ル
な
問
い
」で

言
語
活
動
を
行
い
、定
期
考
査
で
評
価

佐
賀
県　

小お

城ぎ

市
立
三
日
月
中
学
校

２
０
１
１
年
度
、
佐
賀
県
の
教
育
課
程
研
究
推
進
校
の
指
定
を
受
け
、「
リ
ア
ル
な
問
い
」
の
開
発
を
中
心
と
す
る
言

語
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
小
城
市
立
三
日
月
中
学
校
。
指
定
終
了
後
も
、
全
校
を
挙
げ
て
、
評
価
の
工
夫
や
ノ
ウ
ハ

ウ
の
継
承
な
ど
に
取
り
組
む
。
ど
の
よ
う
な
課
題
認
識
の
下
に
取
り
組
み
を
深
化
さ
せ
て
い
る
の
か
、
追
跡
取
材
し
た
。

学
校
事
例

3
生
徒
の
思
考
力
、判
断
力
、表
現
力
を

ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か

◉
課
題
意
識

＊プロフィールは 2014 年３月時点のものです

一
次
関
数
を
用
い
た
紅
葉
の
予
測
な
ど

生
活
に
根
ざ
し
た
課
題
を
設
定

◉
「
リ
ア
ル
な
問
い
」の
設
定

http://www3.saga-ed.jp/school/edq11051/
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言語活動を通じて高める生徒の力─新教育課程の中間総括として

よ
う
に
役
立
つ
か｣

（
数
学
科
）、「
１
０
０
年
後
の

自
動
車
は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
」（
技
術
・

家
庭
科
）
と
い
っ
た
問
い
を
授
業
で
投
げ
掛
け
た
。

　

数
学
で
は
、
１
年
生
「
資
料
の
活
用
」
の
単
元

で
「
ヒ
ッ
ト
商
品
を
世
に
送
り
出
そ
う
」
と
い
う
課

題
に
取
り
組
ん
だ
。
４
人
１
グ
ル
ー
プ
を
１
つ
の
会

社
に
見
立
て
、
新
し
い
２
種
類
の
乾
電
池
の
ど
ち
ら

を
商
品
化
す
る
か
、
電
池
の
稼
働
時
間
を
示
す
複
数

の
資
料
を
使
っ
て
考
え
る
。
生
徒
は
授
業
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、「
い
ろ
い
ろ
な
考
え
が
聞
け
て
楽
し
か
っ

た
」「
違
う
意
見
で
も
互
い
に
納
得
し
合
う
こ
と
が

出
来
た
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
た
。
同
じ
課
題

で
も
人
に
よ
っ
て
考
え
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
、
刺
激
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

２
年
生
で
は
、
一
次
関
数
を
用
い
て
、
佐
賀
県
の

紅
葉
の
見
頃
を
予
測
す
る
グ
ル
ー
プ
活
動
を
行
っ
た

（
図
１
）。
過
去
５
年
間
の
９
月
の
平
均
気
温
、
紅
葉

の
最
盛
期
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
計
算
し
、「
自
分

た
ち
の
予
測
が
当
た
る
か
ど
う
か
、
楽
し
み
に
し
よ

う
」と
い
う
原
正
和
先
生
の
言
葉
で
授
業
を
終
え
た
。

　
「
生
徒
は
、
一
次
関
数
を
使
っ
て
紅
葉
の
予
測
が

出
来
る
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
数
学
が
将
来
ど

の
よ
う
に
役
に
立
つ
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
生
徒

が
少
な
か
ら
ず
い
る
の
で
、
問
い
は
、
生
活
の
中
で

数
学
が
ど
の
よ
う
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
を
生
徒
が

感
じ
ら
れ
る
内
容
に
し
て
い
ま
す
」（
原
先
生
）

　

問
い
の
中
身
と
共
に
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
も
進
化
し

て
い
る
。
理
科
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
中
心
に
進

め
る
授
業
形
態
を
と
っ
て
お
り
、
授
業
改
善
も
シ
ー

ト
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
。（
図
２
）。

　

研
究
主
任
の
真ま

な

子ご

靖
弘
先
生
は
、「
理
科
の
シ
ー

ト
は
構
造
化
さ
れ
て
い
て
、
見
た
だ
け
で
授
業
の
流

れ
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
に

と
っ
て
も
書
き
込
み
や
す
く
、
見
通
し
を
持
っ
て
授

業
に
臨
む
こ
と
が
出
来
ま
す
」
と
話
す
。

　

ま
た
、
社
会
科
で
は
、
集
団
討
論
を
行
う
際
に
、

立
論
内
容
が
資
料
の
引
用
に
と
ど
ま
る
生
徒
が
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
討
論
前
に
記
入
す
る
立
論
シ
ー

ト
を
工
夫
し
た
。
以
前
は
結
論
に
対
す
る
理
由
付
け

の
前
に
引
用
資
料
を
記
入
す
る
形
式
に
な
っ
て
い
た

も
の
を
、
結
論
↓
理
由
付
け
↓
引
用
資
料
の
順
に
改

小
城
市
立
三
日
月
中
学
校
校
長

平
川
富
久　
ひ
ら
か
わ
・
と
み
ひ
さ  

「『
生
き
る
力
』
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
身
に
付

け
た
生
徒
の
育
成
に
努
め
た
い
」

小
城
市
立
三
日
月
中
学
校

原　
正
和　
は
ら
・
ま
さ
か
ず  

研
究
副
主
任
。
授
業
づ
く
り
研
究
部
会
長
。

数
学
科
担
当
。「
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す

る
意
欲
を
引
き
出
す
授
業
を
し
て
い
き
た
い
」

小
城
市
立
三
日
月
中
学
校

真
子
靖
弘　
ま
な
ご
・
や
す
ひ
ろ  

研
究
主
任
。
社
会
科
担
当
。「
何
事
も
創
造

的
に
考
え
る
こ
と
を
、
自
分
自
身
に
も
生

徒
に
も
求
め
て
い
き
た
い
」

図１ 数学のワークシート

「一次関数は実生活にどのように役立つか」の課題と
して紅葉の見頃を予測する問いを出した。ワークシー
トは２枚で、１枚目は過去５年間のデータから座標平
面上に点を表し、２枚目で一次関数のグラフから関数
の式を求め、見頃を予測した
＊同校の資料をそのまま掲載

図２ 理科のワークシート

２年生理科の観察・実験用ワークシート。１時間の授
業で何をするのかが 1枚で分かり、生徒は見通しを
持って授業に取り組める。また、どの点を評価するの
かも明記し、生徒が何に留意してワークシートを書け
ばよいのかも分かるようにしている
＊同校の資料をそのまま掲載
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め
た
。
更
に
、
自
分
の
言
葉
で
書
け
て
い
な
い
生
徒

は
書
き
直
す
よ
う
に
指
導
し
、
模
範
と
な
る
生
徒
の

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
電
子
黒
板
で
映
し
て
共
有
す
る
よ

う
に
し
た
と
こ
ろ
、
書
き
方
が
分
か
っ
た
た
め
か
、

自
分
の
言
葉
で
書
く
生
徒
が
増
え
た
と
い
う
。

　

定
期
考
査
で
は
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を

問
う
出
題
を
し
て
い
る
。

　

社
会
科
で
は
、
集
団
討
論
を
メ
イ
ン
に
言
語
活
動

を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
定
期
考
査
で
は
授
業
で

扱
っ
て
い
な
い
資
料
を
用
い
て
思
考
力
や
判
断
力
を

測
る
。
１
年
生
の
学
年
末
試
験
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の

銃
乱
射
事
件
と
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン
店
の
銃
規
制
方

針
の
新
聞
記
事
と
、
銃
を
持
っ
て
カ
フ
ェ
に
入
店
し

よ
う
と
す
る
客
と
店
員
と
の
会
話
文
を
提
示
し
、
資

料
を
活
用
し
な
が
ら
店
員
が
ど
の
よ
う
に
客
を
説
得

し
た
の
か
を
考
え
さ
せ
た
（
図
３
）。
試
験
前
、
生

徒
に
出
題
形
式
は
伝
え
る
が
、
資
料
や
設
問
は
試
験

本
番
が
初
見
と
な
る
。
自
分
な
り
に
資
料
を
ど
う
読

み
解
く
か
、日
頃
の
言
語
活
動
の
成
果
が
試
さ
れ
る
。

　

採
点
で
は
評
価
基
準
に
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
こ
と

を
意
識
し
て
い
る
と
、
真
子
先
生
は
説
明
す
る
。
生

徒
が
書
い
た
解
答
を
一
通
り
読
み
、
想
定
外
の
考
え

方
や
表
現
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
評
価
基
準

を
修
正
し
、
教
科
内
で
目
線
合
わ
せ
を
し
た
上
で
採

点
に
取
り
掛
か
る
。

　
「
こ
の
よ
う
な
問
題
は
採
点
に
時
間
が
掛
か
り
ま

す
が
、
授
業
で
集
団
討
論
を
し
て
い
る
の
に
、
試
験

で
は
知
識
・
理
解
し
か
問
わ
な
い
と
い
う
の
で
は
、

生
徒
は
集
団
討
論
で
学
ぶ
必
要
性
を
感
じ
に
く
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
定
期
考
査
で
も
出
題
す
る
こ

と
は
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
真
子
先
生
）

　

数
学
科
で
は
、
思
考
の
過
程
が
分
か
る
問
題
を
最

低
１
問
は
出
題
す
る
。
採
点
で
は
、
根
拠
を
示
し
順

序
立
て
て
書
い
て
い
る
か
を
重
視
。社
会
科
と
同
様
、

採
点
の
公
平
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、
模
範
解
答
を

用
意
し
て
お
き
、
そ
れ
か
ら
外
れ
る
解
答
が
あ
れ
ば

随
時
基
準
を
修
正
し
な
が
ら
採
点
を
行
う
。

　

ま
た
、
説
明
問
題

で
は
、
正
誤
だ
け

が
評
価
基
準
で
は
な

く
、
第
三
者
が
見
て

理
解
で
き
る
客
観
的

な
説
明
に
な
っ
て
い

る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
。
原
先
生
は
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
さ
ま
ざ
ま
な
解

き
方
が
あ
る
場
合
、

き
ち
ん
と
説
明
で
き

て
い
れ
ば
、
ど
の
よ

う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で

も
加
点
対
象
と
し
て

い
ま
す
。
授
業
で
は

複
数
の
解
き
方
と
、

そ
れ
を
用
い
る
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を

教
え
て
い
ま
す
が
、
ど
れ
を
使
う
か
は
生
徒
の
判
断

次
第
で
す
。
定
期
考
査
で
は
、
生
徒
が
さ
ま
ざ
ま

な
解
法
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
問
題
を
出
し
て
い
ま

す
」

　

教
師
の
意
識
の
共
有
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
同
校
で
は
13

年
度
に
多
く
の
教
師
が
異
動
と
な
っ
た
た
め
、
２
年

定
期
考
査
を
工
夫
し

考
え
る
力
、
表
現
力
を
問
う

◉
言
語
活
動
の
評
価
方
法

年
１
回
の
全
体
研
修
会
で

教
科
・
学
年
を
超
え
て
実
践
を
共
有

◉
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
、
継
承

図３ 社会科　1年生の学年末試験

１年生社会科の学年末試験で出題した例。２つの新聞記事と会話文を読み、客を説得
させるための会話を答えるという内容だ　　　　　 ＊同校の資料を一部編集して掲載
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言語活動を通じて高める生徒の力─新教育課程の中間総括として

間
研
究
に
携
わ
っ
て
き
た
教
師
と
新
し
く
赴
任
し
た

教
師
の
間
で
、
い
か
に
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
や
目
線
合

わ
せ
を
行
う
か
が
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。

　

同
校
に
は
そ
の
解
決
策
と
な
る
、
学
年
・
教
科
を

超
え
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
取
り
組
み
が
い
く
つ

か
あ
る
。
１
つ
め
は
、
年
３
回
の
校
内
授
業
研
究
会

だ
。
１
回
に
つ
き
２
教
科
が
研
究
授
業
を
行
い
、
教

師
全
員
が
参
観
し
て
意
見
を
述
べ
合
う
。
13
年
度
は

国
語
、
社
会
、
理
科
、
音
楽
、
技
術
、
家
庭
の
６
教

科
で
実
施
さ
れ
た
。

　

２
つ
め
は
全
体
研
修
会
で
あ
る
。
授
業
で
活
用
し

た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
問
題
を
持
ち
寄
り
、
教
科
・
学

年
混
成
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
共
有
す
る
。
12
年

度
は
12
月
に
実
施
し
た
が
、「
も
っ
と
早
く
知
り
た

か
っ
た
」「
実
践
に
生
か
せ
る
ア
イ
デ
ア
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
」
と
い
っ
た
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
た

め
、
13
年
度
は
８
月
に
行
っ
た
。

　
「
教
科
を
超
え
た
研
修
は
実
践
に
役
立
た
な
け
れ

ば
、
先
生
方
の
意
識
は
高
ま
り
ま
せ
ん
。
具
体
的
な

成
果
物
を
持
ち
寄
っ
て
話
し
合
う
こ
と
で
、
議
論
が

深
ま
り
、
授
業
改
善
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
」（
真
子
先
生
）

　

ま
た
、
教
科
ご
と
に
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
研
究
協
力
を
依
頼
し
て
い
る
教
育
セ
ン
タ
ー
や
教

育
事
務
所
の
指
導
主
事
な
ど
に
、
研
究
指
定
終
了
後

も
協
力
を
継
続
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
13
年
度
は
、

ほ
と
ん
ど
の
教
科
で
同
じ
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
依

頼
で
き
た
た
め
、
新
し
く
赴
任
し
た
教
師
も
取
り
組

み
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
出
来
た
。
今
後
も
教
師
の
異

動
が
あ
る
た
め
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
と
継
承
は
引
き

続
き
重
要
な
課
題
だ
。

　

言
語
活
動
は
準
備
や
実
践
に
時
間
が
掛
か
り
、
導

入
を
た
め
ら
う
教
師
は
少
な
く
な
い
。
そ
の
点
に
つ

い
て
、
原
先
生
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

　
「
言
語
活
動
は
、
時
間
が
掛
か
る
と
は
思
い
ま
せ

ん
。
実
際
、
今
年
の
３
年
生
は
１
月
頃
に
は
教
科
書

が
終
わ
り
、
入
試
に
向
け
た
問
題
演
習
や
過
去
問
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
高
校
入
試
で

は
、
説
明
や
証
明
な
ど
言
語
能
力
を
評
価
す
る
問
題

も
出
る
た
め
、
生
徒
も
言
語
活
動
に
意
欲
的
に
取
り

組
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　

社
会
科
は
一
時
、
記
述
問
題
や
資
料
を
読
み
取
る

力
を
問
う
出
題
が
増
え
た
が
、
近
年
は
記
述
問
題
が

減
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。「
授
業
が
入
試
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
、
生
徒
に
実
感
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
で
考
え
意
見
を
持
つ

大
切
さ
を
、
入
試
の
面
か
ら
も
説
明
で
き
れ
ば
、
授

業
に
向
か
う
生
徒
の
意
欲
は
更
に
高
ま
る
と
思
い
ま

す
」
と
真
子
先
生
は
期
待
を
述
べ
る
。

　

研
究
指
定
の
終
了
か
ら
１
年
が
経
過
し
、
教
師
の

意
欲
の
継
続
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
は
ど
の
程
度
進
ん

だ
の
だ
ろ
う
か
。
教
師
の
自
己
評
価
は
厳
し
い
。
13

年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、「
学
び
を
ひ
ら
く

授
業
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
か
」
と
い
う
問

い
に
対
し
て
「
と
て
も
」「
ま
あ
ま
あ
」
と
回
答
し

た
教
師
は
２
割
程
だ
っ
た
。「
全
て
の
単
元
で
出
来

て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
、
厳
し
い
評
価
を
さ
れ
て

い
る
教
科
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
真
子
先

生
は
語
る
。
事
実
、「
思
考･

判
断･

表
現
力
を
育

む
言
語
活
動
を
意
識
し
て
授
業
実
践
で
き
た
か
」
と

い
う
項
目
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
教
師
が
「
出
来
て
い

る
」
と
回
答
し
た
。
教
師
の
自
己
評
価
の
低
さ
は
、

取
り
組
み
に
対
す
る
真
剣
さ
、
自
分
の
指
導
に
対
す

る
厳
し
さ
の
裏
返
し
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

14
年
度
、
同
校
は
「
発
達
障
害
の
可
能
性
の
あ
る

児
童
生
徒
に
対
す
る
早
期
支
援
研
究
事
業
」
の
指
定

を
受
け
る
。「
今
後
は
特
別
支
援
教
育
の
視
点
を
教

科
の
授
業
に
生
か
し
て
い
く
工
夫
が
、
学
校
全
体
の

課
題
に
な
り
ま
す
」
と
真
子
先
生
は
言
う
。

　

も
う
１
つ
の
課
題
は
、
リ
ア
ル
な
問
い
の
設
定
、

考
え
さ
せ
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
開
発
な
ど
、
引
き
続

き
授
業
改
善
を
重
ね
る
こ
と
だ
。平
川
富
久
校
長
は
、

い
か
に
授
業
を
変
え
ら
れ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

と
話
す
。

　
「
生
徒
が
活
動
す
る
時
間
を
十
分
確
保
す
る
た
め

に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
活
用
し
な
が
ら
、
指
導
を
よ
り
工
夫

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
う
し

て
生
徒
に
付
い
た
力
が
学
力
に
ど
う
反
映
さ
れ
て
い

る
の
か
、
成
果
を
測
る
方
法
の
研
究
を
深
め
る
こ
と

も
課
題
で
す
。
生
徒
に
身
に
付
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
学
力
は
何
か
を
、
教
師
一
人
ひ
と
り
が
自
覚

し
、
取
り
組
み
を
更
に
深
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」　

自
分
で
考
え
、意
見
を
持
つ
大
切
さ
を

入
試
の
面
か
ら
も
説
明
し
た
い

◉
成
果
と
課
題
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現
行
教
育
課
程
が
全
面
実
施
さ
れ
て
２
年
が
経
ち
、

多
く
の
学
校
に
お
い
て
、
言
語
活
動
を
充
実
さ
せ
る

べ
く
校
内
研
修
や
教
員
の
意
識
共
有
が
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
、弊
社
の
調
査
か
ら
分
か
り
ま
し
た（
Ｐ
．

４
「
課
題
整
理
」）。
と
こ
ろ
が
同
時
に
、「
言
語
活

動
を
行
う
時
間
が
十
分
に
と
れ
な
い
」
こ
と
を
「
と

て
も
感
じ
る
」と
答
え
た
教
員
は
約
17
％
に
上
り
、「
ま

あ
感
じ
る
」
も
含
め
る
と
、
約
68
％
が
言
語
活
動
の

時
間
が
十
分
と
れ
な
い
こ
と
を
課
題
に
感
じ
て
い
ま

し
た
（
Ｐ
．５
図
５
）。
実
際
、
中
学
校
の
先
生
方
と

お
話
を
し
て
い
て
も
、
そ
の
課
題
は
よ
く
う
か
が
い

ま
す
。
理
由
の
１
つ
に
よ
く
聞
か
れ
る
の
が
、「
高
校

入
試
を
突
破
す
る
力
を
付
け
る
こ
と
が
最
優
先
で
あ

り
、
ま
ず
は
基
礎
・
基
本
と
な
る
知
識
を
し
っ
か
り

定
着
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

知
識
・
技
能
は
確
か
に
重
要
で
す
。
そ
れ
が
な
け

れ
ば
活
用
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
こ
こ
で
少
し
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、「
知
識
・
技
能
を
完
璧
に
習

得
し
て
い
な
け
れ
ば
活
用
で
き
な
い
の
か
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
テ
ニ
ス
の
サ
ー
ブ
を
打
つ
場

合
、
10
本
中
10
本
全
て
が
入
ら
な
け
れ
ば
試
合
に
出

ら
れ
な
い
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３
本
し
か
入
ら
な
け
れ
ば
勝
負
に
な
ら
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
６
本
入
れ
ば
試
合
は
出
来
る
で
し
ょ

う
。
対
戦
相
手
が
い
て
緊
張
感
の
中
で
サ
ー
ブ
を
打

研
究
報
告

基
礎
・
基
本
の
定
着
に

完
璧
を
求
め
す
ぎ
て
い
な
い
か

日
頃
か
ら
の
５
Ｗ
１
Ｈ
の
問
い
掛
け
が

生
徒
の
心
を
耕
し
、考
え
る
力
を
育
む

│  

高
校
入
試
の
出
題
傾
向
か
ら
見
る
言
語
活
動
の
重
要
性

現
行
教
育
課
程
で
は
、「
知
識
・
技
能
の
習
得
」
と
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育
成
」
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、

知
識
・
技
能
の
習
得
を
重
要
視
す
る
傾
向
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
聞
く
。
２
０
１
３
年
12
月
の
上
智
大
学
・
ベ
ネ
ッ
セ
英
語
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
さ
れ
た

高
校
入
試
問
題
研
究
結
果
も
踏
ま
え
、
教
員
が
意
識
を
転
換
し
、
言
語
活
動
へ
踏
み
出
す
重
要
性
を
提
案
す
る
。

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
研
究
室

主
任
研
究
員

加
藤
由
美
子

か
と
う
・
ゆ
み
こ

◎
グ
ル
ー
プ
会
社
ベ
ル
リ
ッ
ツ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
校

学
校
責
任
者
等
を
経
て
、「
ベ
ネ
ッ
セ
こ
ど
も
英
語
教
室
」
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
お
よ
び
講
師
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
等
、
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
英
語
教
育
事
業
開
発
に
携
わ
る
。
現
在
は
、
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
（
＊
）
に

て
Ｅ
Ｃ
Ｆ
（
幼
児
か
ら
成
人
ま
で
一
貫
し
た
英
語
教
育
の
た
め
の
理
論
的

枠
組
み
）
の
開
発
、
英
語
教
育
に
関
す
る
研
究
を
担
当
。

＊
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｌ
Ｅ(

ア
ー
ク
ル
、A

ction R
esearch C

enter for Language 

Education)

は
、　

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所
が
運
営
す
る
英
語
教
育
研
究
会

で
す
。
日
本
の
小
中
高
の
英
語
教
育
の
課
題
を
検
討
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
て
い
ま
す
。　

詳
し
く
は
、http://w

w
w
.arcle.jp/

http://www.arcle.jp/
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言語活動を通じて高める生徒の力─新教育課程の中間総括として

つ
場
合
と
、相
手
が
い
な
い
コ
ー
ト
に
向
か
っ
て
黙
々

と
サ
ー
ブ
を
打
つ
場
合
で
は
、
成
功
率
も
違
う
は
ず

で
す
。
試
合
を
行
う
こ
と
で
、
練
習
で
学
ん
だ
基
礎

的
な
技
能
が
磨
か
れ
、
確
か
な
力
と
し
て
定
着
し
て

い
く
の
で
す
。

　

サ
ー
ブ
の
打
ち
方
が「
分
か
る
」か
ら
と
い
っ
て
、

必
ず
し
も
サ
ー
ブ
が「
打
て
る
」わ
け
で
は
な
い

│

授
業
で
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
、
英
語
学
習
に
お
い
て
は
、
単
語
や
文
法
を
み
っ

ち
り
勉
強
し
て
も
、
外
国
人
と
英
語
で
話
し
た
り
、

自
分
で
英
文
を
書
い
た
り
出
来
な
い
こ
と
が
、
長
年

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
覚
え
た
単
語
や
文
法
を
使

う
練
習
を
十
分
積
ん
で
い
な
い
か
ら
、
い
ざ
外
国
人

を
相
手
に
し
た
時
に
話
す
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
す
。

　

習
得
し
た
知
識
・
技
能
が
人
生
に
お
い
て
使
え
る

も
の
と
な
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
を
使
っ
て
思
考
し
、

判
断
し
、
表
現
す
る
場
面
を
授
業
の
中
で
も
っ
と
設

け
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
が
、
現
行
教
育
課
程
で
の

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
高
校
入
試
で
は
、
学
習
指
導
要
領
の

目
指
す
方
向
に
向
か
っ
て
、
知
識
・
技
能
を
活
用
す

る
問
題
や
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
問
う
問
題

が
増
え
て
い
る
の
か
。
そ
の
疑
問
の
答
え
の
１
つ
と

し
て
示
し
た
い
の
が
、
ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所

が
運
営
す
る
「
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
」（
＊
）
が
２
０
１
３
年

12
月
に
開
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
し
た
、
高
校

入
試
の
英
語
の
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
結
果
で
す
。

　

47
都
道
府
県
の
公
立
高
校
入
試
に
つ
い
て
、
03
年

分
と
13
年
分
の
英
語
の
問
題
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
03

年
、
13
年
共
に
「
英
語
を
使
う
力
」
を
問
う
問
題
の

量
は
８
割
以
上
あ
り
ま
し
た（
図
１
│

１
）。
更
に
、「
英

語
の
知
識
」
を
問
う
問
題
と
「
英
語
を
使
う
力
」
を

問
う
問
題
の
比
率
は
、
03
年
と
13
年
と
で
ほ
ぼ
変
化

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
で
い
う
「
英
語
を
使

う
力
」
は
、
学
習
指
導
要
領
の
観
点
別
評
価
に
お
け

る
「
外
国
語
理
解
の
能
力
」「
外
国
語
表
現
の
能
力
」

で
あ
り
、「
聞
く
・
読
む
」
力
、「
話
す
・
書
く
」
力

と
、
複
数
技
能
を
統
合
し
て
使
う
力
を
含
め
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
10
年
前
か
ら
、
公
立
高

校
入
試
で
は
、
英
語
の
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
力
、

す
な
わ
ち
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
が
問
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

分
析
観
点
別
に
見
る
と
、「
場
面
・
状
況
設
定
」
の

あ
る
問
題
（
図
１
│

２
）
と
、
受
験
者
へ
の
近
さ
に

お
い
て
「
〜
に
な
っ
た
つ
も
り
」
と
状
況
設
定
を
し

て
い
る
問
題
も
、少
し
で
す
が
増
え
て
い
ま
し
た
（
図

１
│

３
）。
出
題
形
式
を
見
る
と
、
語
数
を
指
定
す
る

英
文
記
述
問
題
が
、
03
年
の
63
問
に
対
し
、
13
年
で

は
１
０
１
問
に
増
え
て
い
ま
し
た
。
リ
ス
ニ
ン
グ
問

題
を
単
独
で
出
す
こ
と
が
減
り
、
聞
い
た
後
で
読
ま

せ
た
り
書
か
せ
た
り
す
る
技
能
統
合
問
題
が
増
え
て

い
る
こ
と
も
、
特
徴
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
３
年
前
に
進
研
ゼ
ミ
中
学
講
座
の
教
科
研
究

で
高
校
入
試
分
析
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
英
語
以
外

の
教
科
に
お
い
て
も
、
知
識
を
活
用
し
た
、
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
を
問
う
問
題
は
既
に
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
（
Ｐ
．24
図
２
）。
知
識
を
組
み
合
わ
せ
、
複

数
の
条
件
を
基
に
考
え
る
力
は
、
日
常
生
活
で
起
き

高
校
入
試
で
も
、知
識
を
使
い
、

考
え
、表
現
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る

出典／亘理陽一・石井亨・小川登子・奥住桂・加藤由美子・吉池陽子・
根岸雅史「全国47都道府県の高校入試分析から考えるテストデ
ザインと中学校3年間の指導」（2013上智大学・ベネッセ英語教
育シンポジウム）

図１ 高校入試　英語の問題分析の結果

「英語の知識」と「英語を使う力」の問題の割合1

2003年

2013年

英語の知識

0 20 40 60 80 100
（％）

英語を使う力

「英語を使う力」の問題のうち、
場面・状況設定のある問題

2

2003年

2013年

場面・状況設定なし

0 20 40 60 80 100
（％）

場面・状況設定あり

「英語を使う力」の問題のうち、
受験生への近さがある問題

3

2003年

2013年

自分のこと ～になったつもり 第三者（社会的話題）

0 20 40 60 80 100
（％）

228問 1327問

265問 1354問

750問 577問

572問

1235問

1237問44問
73問

62問
30問

782問
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る
問
題
を
解
決
す
る
力
と
な
り
ま
す
。
高
校
入
試
で

そ
う
し
た
力
を
測
る
問
題
が
出
て
い
る
の
は
、
中
学

校
卒
業
ま
で
に
ど
ん
な
力
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
の

か
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
思
う
の
で
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
高
校
入
試
問
題
分
析
の
研

究
メ
ン
バ
ー
の
先
生
３
人
が
、
良
問
と
考
え
る
高
校

入
試
問
題
と
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
英
語
力
を
付
け

る
た
め
の
指
導
を
提
案
し
ま
し
た
。
英
語
の
指
導
で

す
が
、
言
語
活
動
の
工
夫
と
し
て
他
教
科
に
も
参
考

に
な
る
点
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

◎
意
識
し
て
読
む
「
能
動
的
な
読
解
」
へ

　

東
京
都
立
白は

く

鷗お
う

高
校
附
属
中
学
校
の
小
川
登
子
先

生
は
、「
受
動
的
な
読
解
」
か
ら
「
能
動
的
な
読
解
」

へ
の
転
換
を
提
案
し
ま
し
た
。
た
だ
課
題
文
を
読
ん

で
答
え
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、「
次
は
ど
の
よ
う
な
展

開
に
な
る
と
思
う
か
」「
あ
な
た
は
ど
う
思
う
か
」
な

ど
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
投
げ
掛
け
、
生
徒
に
考
え
な

が
ら
読
解
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
分
析
的
か
つ

統
合
的
な
読
解
を
さ
せ
る
た
め
に
、「
タ
イ
ト
ル
か
ら

内
容
を
予
測
さ
せ
る
」「
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
ブ
レ
ー
ン

ス
ト
ー
ミ
ン
グ
を
行
わ
せ
る
」「
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た

パ
ラ
グ
ラ
フ
の
並
び
変
え
を
さ
せ
る
」「
ト
ピ
ッ
ク
セ

ン
テ
ン
ス
と
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
テ
ン
ス
と
の
つ

な
が
り
を
考
え
さ
せ
る
」
こ
と
を
取
り
入
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
ど
の
教
科
で
も
、
課
題
文
を
読

む
時
に
何
ら
か
の
目
的
を
与
え
て
お
く
こ
と
で
、
生

徒
の
読
む
姿
勢
や
読
み
取
る
深
さ
が
変
わ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

◎
生
徒
が
考
え
た
い
、
伝
え
た
い
題
材
を

　

埼
玉
県
宮
代
町
立
前
原
中
学
校
の
奥
住
桂
先
生
は
、

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
指
導
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
と
し
て
、

既
習
事
項
を
使
う
ト
ピ
ッ
ク
を
ス
パ
イ
ラ
ル
に
出
し

て
い
く
こ
と
を
挙
げ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
日
記
を
書

く
活
動
も
１
回
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
１
年
生
、
２

年
生
、
３
年
生
と
繰
り
返
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の

既
習
事
項
を
使
っ
て
書
か
せ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

教
科
書
の
本
文
を
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
素
材
や
模
範
解

答
と
し
て
活
用
。
場
面
絵
を
参
考
に
し
て
教
科
書
本

文
を
再
生
す
る
活
動
や
、
１
レ
ッ
ス
ン
の
中
か
ら
物

語
の
核
と
な
る
英
文
を
10
文
選
び
、
つ
な
ぎ
合
わ
せ

て
サ
マ
リ
ー
を
作
る
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

東
京
都
千
代
田
区
立
九
段
中
等
教
育
学
校
の
石

井
亨
先
生
は
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
か
ら
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

の
統
合
的
な
指
導
で
は
、
そ
れ
に
適
し
た
ユ
ニ
ッ
ト

（
レ
ッ
ス
ン
）
を
探
し
、
年
２
、３
回
指
導
で
き
る
よ

う
に
年
間
指
導
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い

い
ま
す
。
教
材
は
、
物
語
や
説
明
文
な
ど
を
自
分
で

読
み
、
生
徒
が
心
を
動
か
さ
れ
る
と
思
う
も
の
を
選

び
、
既
習
の
言
語
材
料
で
例
文
を
作
成
し
ま
す
。
生

徒
の
目
線
で
書
く
こ
と
で
、
活
動
の
目
的
や
書
く
対

象
、
必
要
な
語
彙
や
文
構
造
が
明
ら
か
に
な
り
、
ど

の
よ
う
に
評
価
を
行
う
べ
き
か
も
明
確
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
最
初
か
ら
英
語
で
書
か
せ
る
こ
と
も
大
切
だ

と
強
調
し
て
い
ま
し
た
。
初
め
に
日
本
語
で
書
く
と
、

そ
れ
を
英
訳
し
よ
う
と
し
て
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
う

か
ら
で
す
。「
今
の
自
分
に
書
け
る
英
語
」
で
表
現
す

る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

奥
住
先
生
と
石
井
先
生
の
発
表
に
共
通
す
る
こ
と

の
１
つ
は
、
既
習
事
項
の
活
用
で
す
。
こ
う
し
た
活

動
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
何
か
正
解
が
あ
っ
て
、
そ

れ
が
出
来
な
い
と
諦
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
今

持
っ
て
い
る
知
識
や
技
能
を
工
夫
し
て
活
用
す
る
と

い
う
意
識
が
、
生
徒
に
根
付
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
活
動
を
す
る
際
は
、
生
徒
の
内
発
的
動
機

が
生
ま
れ
そ
う
な
ト
ピ
ッ
ク
を
選
ん
で
い
る
こ
と
も

共
通
項
で
す
。
あ
る
先
生
は
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
題
材

は
生
徒
に
決
め
さ
せ
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。「
Ａ
と

Ｂ
、
ど
ち
ら
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
売
れ
る
と
思
う
？
」

と
あ
ま
り
教
育
的
で
は
な
さ
そ
う
な
テ
ー
マ
で
も
、

生
徒
が
興
味
の
あ
る
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
れ
ば
、
真
剣
に

準
備
を
し
て
活
発
な
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
な
る
か
ら
だ
そ

う
で
す
。「
考
え
た
い
、
伝
え
た
い
」
と
思
え
ば
、
生

知
っ
て
い
る
こ
と
で
考
え
る
姿
勢
を

身
に
付
け
て
い
く

図２ 高校入試問題例

◎２００９年度　茨城県の公立高校の国語
２つの課題文の内容を踏まえた上で、班の代表者
としてクラスで発表する原稿を指定の字数で書く
という問題が出ています。場面が設定されており、
複数の条件を踏まえた上で、自分の意見を書く問
題です。

◎２０１０年度　青森県の公立高校前期選抜の理
科
日没直後に南東の空に見えた月の形を、解答用紙
の破線をなぞって書くという問題が出ました。太
陽・地球・月の位置関係、時間的条件などを総合
的に把握しなければ解けない問題です。
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言語活動を通じて高める生徒の力─新教育課程の中間総括として

徒
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
発
言
が
あ
り
、
よ
り
多
様
な
考

え
や
表
現
を
共
有
で
き
る
で
し
ょ
う
。

◎
３
年
間
を
見
通
し
た
指
導
計
画
の
重
要
性

　

ま
た
、
３
人
の
先
生
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
３

年
間
を
見
通
し
た
指
導
計
画
を
立
て
て
い
る
こ
と
で

し
た
。
卒
業
時
の
達
成
目
標
を
立
て
、
そ
こ
に
向
け

て
１
年
生
か
ら
知
識
・
技
能
を
積
み
上
げ
、
そ
れ
を

う
ま
く
活
用
す
る
言
語
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
ま
し

た
。
１
年
生
で
言
語
活
動
を
た
く
さ
ん
行
っ
て
も
、

２
年
生
で
は
習
得
中
心
の
授
業
に
な
る
と
、
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
が
磨
か
れ
て
い
き
ま
せ
ん
。
で
す

か
ら
、
校
長
や
教
科
主
任
が
主
導
し
て
、
１
つ
の
学

校
共
通
で
３
年
間
の
指
導
を
考
え
る
こ
と
が
と
て
も

重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

最
後
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
こ
れ
ま
で
の
自
分
の

研
究
を
通
し
て
、
言
語
活
動
で
重
要
に
な
る
と
感
じ

た
こ
と
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
つ
は
生
徒
に
問
い
続
け
る
大
切
さ
で
す
。
質
問

を
し
た
ら
生
徒
に
は
す
ぐ
に
正
解
を
言
っ
て
も
ら
い

た
い
と
期
待
し
、「
う
ち
の
生
徒
で
は
答
え
が
返
っ
て

こ
な
い
か
ら
言
語
活
動
は
行
い
に
く
い
」
と
い
う
先

生
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
言
語
活
動

で
は
、ま
ず
は
「
考
え
る
」
だ
け
で
も
十
分
で
す
。「
ど

う
思
う
の
か
」「
そ
の
理
由
は
何
か
」
な
ど
、
５
Ｗ
１

Ｈ
で
投
げ
掛
け
て
、
普
段
か
ら
考
え
さ
せ
、
心
を
耕

し
て
い
け
ば
、
い
つ
か
は
自
分
の
意
見
と
し
て
判
断

し
、
そ
れ
を
伝
え
よ
う
と
表
現
す
る
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
。「
分
か
り
ま
し
た
か
」
と
質
問
し
て
し
ま
っ

て
た
ら
、「
分
か
り
ま
し
た
」
か
「
分
か
り
ま
せ
ん
」

と
答
え
る
だ
け
で
、
考
え
る
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
授
業
で
行
っ
た
言
語
活
動
を
反
映
し
た
定

期
考
査
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
を
問
う
問
題
が
テ
ス
ト
に
出
な
け
れ
ば
、

生
徒
は
「
本
当
は
必
要
な
い
の
だ
」
と
捉
え
て
し
ま

う
で
し
ょ
う
。
同
様
の
意
味
で
、
テ
ス
ト
の
得
点
だ

け
で
評
価
を
し
な
い
こ
と
も
重
要
で
す
。
活
動
中
に

見
せ
る
関
心
・
意
欲
・
態
度
も
き
ち
ん
と
評
価
す
べ

き
で
あ
り
、
観
点
別
評
価
は
こ
こ
で
生
き
て
き
ま
す
。

　

言
語
活
動
を
指
導
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
指
導

時
間
確
保
の
面
、
こ
れ
ま
で
と
違
う
指
導
を
行
う
と

い
う
面
で
大
変
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
言
語
活
動
を
う

ま
く
取
り
入
れ
て
い
る
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と

呼
ば
れ
る
先
生
方
に
、
ど
う
や
っ
て
う
ま
く
出
来
る

よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
う
か
が
っ
て
み
る
と
、
と
に

か
く
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

重
要
な
の
は
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
を
持
つ
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

教
材
は
ま
ず
教
科
書
が
活
用
で
き
る
で
し
ょ
う
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
登
壇
さ
れ
た
大
学
教
員
は
、
自
分

が
制
作
に
携
わ
っ
た
教
科
書
は
文
法
事
項
を
学
ぶ「
習

得
ペ
ー
ジ
」
と
、
実
際
の
文
脈
の
中
で
使
う
「
活
用

ペ
ー
ジ
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
視
察
し
た
中
学

校
で
は
多
く
の
先
生
が
活
用
ペ
ー
ジ
を
省
略
し
て
い

て
も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
た
と
、
発
言
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
英
語
に
限
ら
ず
、
活
用
や
発
展
の
ペ
ー
ジ
が

教
科
書
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
そ
れ
を
授
業
で

し
っ
か
り
取
り
上
げ
る
こ
と
が
、
言
語
活
動
を
行
う

初
め
の
一
歩
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

答
え
が
返
っ
て
こ
な
く
て
も

問
い
続
け
、考
え
さ
せ
る

上智大学・ベネッセ英語教育シンポジウム
開催報告レポートのご案内

これからの英語の指導と学びを考える
─全国の高校入試分析結果と中高生の英語学習実態をもとに─

記事で紹介したシンポジウムは、2013 年 12 月に上智大学で
開催し、全国から270 名を超える方々にご参加いただきました。
中学校・高校の英語教育についての指導事例のご紹介や、ご参
加の先生方とパネリストとの意見
交換も行いました。シンポジウム
の詳細なレポートは、下記ウェブ
サイトに掲載しております。報告
書もダウンロードできます。今後
のご指導を考える上でのご参考
になりましたら幸いです。

詳しくは アークル　英語教育 検索 　　http://www.arcle.jp/

参考 文部科学省「えいごネット」

「えいごネット」は、英語指導に関する教材・素材、事例・
指導案などが掲載されているポータルサイト。指導例や教
材集めは、インターネットの活用もポイントとなる
http://www.eigo-net.jp/

http://www.arcle.jp/
http://www.eigo-net.jp/
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北
広
島
市
立
東
部
中
学
校
の
千
葉
貴
志
先
生

は
、
教
室
に
入
る
と
、
ま
ず
黒
板
の
横
に
備
え
付

け
て
あ
る
ス
ク
リ
ー
ン
を
引
き
出
し
た
。
大
き
さ

は
、
黒
板
の
半
分
を
占
め
る
80
イ
ン
チ
だ
。
そ
し

て
、
天
井
に
備
え
付
け
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
接
続
し
た
。

　
「
教
科
書
の
50
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
」
と
千
葉
先

生
が
言
う
と
、
生
徒
は
教
科
書
を
開
き
つ
つ
も
、

さ
っ
と
ス
ク
リ
ー
ン
を
見
る
。
千
葉
先
生
は
、
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
グ
ラ
フ
に
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
用
マ
ー
カ
ー
で
線
な
ど
を
書
き
足
し
な
が

ら
説
明
し
、
生
徒
の
表
情
を
見
て
そ
の
理
解
度
を

見
取
っ
て
い
く
。
続
く
問
題
演
習
で
は
、
生
徒
に

配
布
し
た
プ
リ
ン
ト
と
同
じ
も
の
が
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
出
さ
れ
た
。
指
名
さ
れ
た
生
徒
が
前
に
出

て
、
解
答
を
書
き
込
む
。
そ
し
て
、
千
葉
先
生
は

生
徒
の
書
い
た
解
答
に
書
き
加
え
な
が
ら
、
解
説

し
て
い
く
。

　
「
生
徒
の
手
元
の
問
題
と
全
く
同
じ
も
の
を
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
す
の
で
、
生
徒
は
紙
と
黒
板
と
を

見
比
べ
る
必
要
が
な
く
、
私
の
説
明
を
集
中
し
て

聞
い
て
い
ま
す
。
一
方
、
私
は
黒
板
に
問
題
を
書

く
時
間
が
省
け
、
生
徒
の
グ
ル
ー
プ
学
習
や
個
別

指
導
に
十
分
時
間
を
充
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
急
い
で
進
め
て
い
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、例
年
よ
り
授
業
が
速
く
進
み
、余
裕
を
持
っ

て
年
度
末
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
」（
千
葉
先
生
）

　
活
用
法
を
授
業
交
流
で
教
科
を
超
え
共
有

　

東
部
中
学
校
で
は
、
大
半
の
教
師
が
千
葉
先
生

の
よ
う
に
日
常
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
な
が
ら
授

業
を
進
め
て
い
る
。
同
校
で
は
２
０
１
０
〜
12
年

度
に
「
生
き
生
き
と
自
己
表
現
し
、
考
え
を
深
め

合
う
生
徒
の
育
成
│
言
語
活
動
を
活
か
し
た
授
業

の
研
究
」
を
主
題
と
し
て
校
内
研
究
を
行
っ
た
。

そ
の
過
程
で
、
12
年
度
に
「
北
海
道
放
送
教
育
研

究
大
会
」
の
会
場
校
と
な
る
こ
と
が
決
ま
り
、
放

送
教
育
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
も
念
頭
に
置
い
て
研
究

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
方
、
北
広
島

市
教
育
委
員
会
は「
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
」

を
推
進
し
、11
年
度
に
市
内
の
公
立
小・中
学
校
全

て
の
教
室
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
ス
ク
リ
ー
ン
、

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
レ
コ
ー
ダ
ー
、無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を

設
置
し
た
。こ
う
し
て
東
部
中
学
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
を
推
進
す
る
意
識
と
設
備
の
両
面
が
整
っ
た
。

　

同
校
は
、
全
教
師
が
取
り
組
む
授
業
交
流
週
間

を
年
２
回
設
け
、教
科
を
超
え
て
授
業
を
見
合
い
、

School Data

＊プロフィールは 2014 年３月時点のものです

電
子
黒
板
を
日
常
的
に
活
用
し

手
法
は
教
科
を
超
え
て
共
有

前
号
で
述
べ
た
通
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い
こ
な
す
人
材
の
育
成
は
、

機
器
の
整
備
と
共
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

今
号
で
は
、「
言
語
活
動
の
充
実
」
の
研
究
の
一
環
と
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
盛
り
込
み
、

授
業
交
流
で
活
用
の
観
点
と
手
法
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
ほ
と
ん
ど
の
教
師
が

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
日
常
的
に
活
用
す
る
ま
で
に
至
っ
た

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

北
海
道
北
広
島
市
立
東
部
中
学
校

北海道北広島市立東部中学校
◎1947（昭和22）年開校。「夢をもち　たく
ましく」を学校教育目標に掲げ、「心知体労」
を育む活動に力を入れる。野球部が2013年
度全国大会出場。校長　田島郁夫先生／生徒数
　405人／学級数　１５学級（うち特別支援学級
３）／所在地　〒 061-1115　北海道北広島市美
咲き野1-12-1／ TEL　011-372-3030　URL　
http://kitahiro-tobu.com/public_html/

http://kitahiro-tobu.com/public_html/
http://kitahiro-tobu.com/public_html/
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工
夫
を
共
有
し
、
改
善
点
を
話
し
合
っ
た
。
そ
の

際
、
学
習
効
果
を
向
上
さ
せ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
条
件
と
し
て
付
け
た
。
田
島
郁
夫

校
長
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
留
意
点
を
こ
う
話
す
。

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
あ
く
ま
で
も
道
具
で
す
。
活
用
の

意
図
と
活
用
場
面
を
し
っ
か
り
練
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が

適
し
て
い
る
場
面
に
使
っ
て
こ
そ
、
効
果
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
観
点
と
手
法
を
教
師
間
で
共
有
す
る

よ
う
に
し
ま
し
た
」

　

例
え
ば
、
英
語
で
は
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や

Ｃ
Ｄ
と
い
っ
た
教
具
が
パ
ソ
コ
ン
１
台
に
収
ま
っ

て
指
導
の
効
率
化
が
図
れ
る
と
共
に
、
音
声
に
合

わ
せ
て
画
像
が
自
動
的
に
変
わ
る
な
ど
の
指
導
改

善
に
も
つ
な
が
る
点
が
評
価
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
す
る
教
師
が
増
え
た
。
ま
た
、
教
師
に
と
っ
て

使
い
勝
手
が
よ
い
タ
イ

プ
の
電
子
黒
板
で
あ
る

こ
と
も
、
日
常
的
な
活

用
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
、
津
谷
昌
樹
教
頭
は
説

明
す
る
。

　
「
本
校
の
電
子
黒
板
は
横
か
ら
引
き
出
す
ス
ク

リ
ー
ン
タ
イ
プ
な
の
で
、場
所
を
取
ら
ず
に
置
け
、

し
か
も
準
備
が
簡
単
で
す
。
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
電

子
ペ
ン
で
も
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
用
マ
ー
カ
ー
で
も

書
き
込
め
ま
す
し
、
黒
板
に
投
影
す
れ
ば
チ
ョ
ー

ク
も
使
え
ま
す
。
設
置
か
ら
３
年
が
経
ち
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
の
電
球
を
い
く
つ
も
交
換
す
る
ほ

ど
、
ど
の
教
室
で
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
」

　
「
黒
板
の
半
分
が
ス
ク
リ
ー
ン
で
占
め
ら
れ
る

の
で
、
残
す
情
報
を
書
く
黒
板
と
、
消
え
て
も
よ

い
情
報
を
映
す
ス
ク
リ
ー
ン
を
う
ま
く
使
い
分
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
使
い
方
が
固
定
さ
れ
ず
、

教
師
が
そ
れ
ぞ
れ
使
い
や
す
い
方
法
を
選
べ
る
の

が
浸
透
し
た
一
因
だ
と
思
い
ま
す
」（
千
葉
先
生
）

生
徒
に
と
っ
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
日
常
的
な
も
の

　

校
内
研
究
の
テ
ー
マ
は
13
年
度
に
変
わ
っ
た

が
、
教
師
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
状
況
は
以
前
と
変
わ

ら
な
い
。
新
し
い
指
導
案
の
様
式
に
も
、「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
の
活
用
」
の
項
目
は
継
続
さ
れ
た
。

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
度
は
教
科
特
性
に
応
じ
て
異
な

り
ま
す
が
、
そ
の
有
効
性
は
全
員
が
認
め
て
い
ま

す
。
視
覚
的
な
情
報
を
加
え
て
説
明
を
補
足
す
る

役
割
や
、
授
業
の
効
率
化
に
よ
る
時
間
の
捻
出
な

ど
、
教
師
の
指
導
の
幅
が
広
が
り
、
指
導
力
向
上

に
つ
な
が
り
ま
し
た
」（
津
谷
教
頭
）

　

生
徒
も
授
業
の
変
化
を
感
じ
て
い
る
。
文
部
科

学
省
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
12
年

度
と
13
年
度
の
結
果
を
比
較
す
る
と
、「
普
段
の

授
業
で
は
、
生
徒
の
間
で
話
し
合
う
活
動
を
よ
く

行
っ
て
い
る
と
思
う
」
の
肯
定
率
が
31
ポ
イ
ン
ト

増
、「
普
段
の
授
業
で
は
、
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
で
調
べ
る
活
動
を
よ
く

行
っ
て
い
る
と
思
う
」
の
肯
定
率
も
14
ポ
イ
ン
ト

増
だ
っ
た
。
更
に
、
13
年
度
に
始
め
た
学
校
独
自

の
生
徒
に
よ
る
学
習
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
教

材
（
視
聴
覚
教
材
、
電
子
黒
板
等
）
で
わ
か
り
や

す
く
な
り
ま
し
た
か
」
の
肯
定
率
が
大
半
の
教
科

で
９
割
を
超
え
た
。
生
徒
に
と
っ
て
、
言
語
活
動

も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
日
常
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
る
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
今
後
問
わ
れ
る
の
は
生
徒
の
理

解
度
を
深
め
る
こ
と
だ
と
、
千
葉
先
生
は
言
う
。

　
「
生
徒
は
前
を
向
き
、
う
な
ず
き
な
が
ら
授
業

を
聞
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
定
期
考
査
の
得
点

が
伸
び
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
知
識
を

定
着
さ
せ
、
理
解
を
深
め
る
た
め
の
工
夫
が
課
題

と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
展
は
、
教
師
の
指
導
法
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
単
に
便
利

と
い
う
理
由
で
は
な
く
、
授
業
の
ね
ら
い
に
照
ら

し
合
わ
せ
て
、
指
導
過
程
、
学
習
形
態
な
ど
を
工

夫
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
考
え
な
け
れ
ば
、
授
業
力

の
向
上
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
、
生
徒

の
確
か
な
学
び
を
育
て
る
授
業
改
善
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
田
島
校
長
）

T
eachers

北
海
道
北
広
島
市
立
東
部
中
学
校

校
長田

島
郁
夫

た
じ
ま
・
い
く
お　
「
授
業
を
生
徒

目
線
で
見
て
、
気
付
い
た
こ
と
を
先

生
方
に
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
」

北
海
道
北
広
島
市
立
東
部
中
学
校

教
頭津

谷
昌
樹

つ
や
・
ま
さ
き　
「
本
校
の
環
境
を

生
か
し
た
指
導
が
出
来
る
よ
う
先

生
方
を
支
援
し
た
い
」

北
海
道
北
広
島
市
立
東
部
中
学
校

千
葉
貴
志

ち
ば
・
た
か
し　

１
学
年
担
任
。
技

術
科
・
数
学
科
。
前
研
究
主
任
。「
生

徒
が
よ
り
理
解
で
き
る
よ
う
指
導

力
を
上
げ
て
い
き
た
い
」

上／写真１　千葉先生の授業の
様子。スクリーンに映したワーク
シートに生徒が解答を書き込む
右／写真２　体育の授業では、
空手の演武を録画し、その場で
チェックする。生徒は自分の動き
を客観的に確認でき、教師は具
体的に指示できるという

◆「ICT を活用した学びのあり方」に関する調査報告書（2014 年 3月発行）をグローバル 教育研究室のWEBサイト
（http://berd.benesse.jp/global/）からダウンロードできます

http://berd.benesse.jp/global/
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初
め
て
担
任
を
受
け
持
っ
た
の
は
教
職

３
年
目
、
任
さ
れ
た
の
は
２
年
生
で
し
た
。

そ
の
学
年
団
に
は
、
厳
し
く
接
す
る
こ
と

で
生
徒
を
引
っ
張
る
タ
イ
プ
の
先
生
が
多

く
い
ま
し
た
。「
自
分
の
学
級
の
生
徒
を

落
ち
こ
ぼ
れ
に
は
さ
せ
ら
れ
な
い
」
と
気

負
っ
て
い
た
私
は
、
周
り
の
先
生
の
ま
ね

を
し
て
、
怒
鳴
っ
た
り
す
る
な
ど
厳
し
く

接
し
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
厳
し
く
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
生
徒
の
心
は
私
か
ら
離

れ
て
い
き
ま
し
た
。
結
局
、
思
う
よ
う
な

学
級
経
営
が
出
来
な
い
ま
ま
、
１
年
が
過

を
掛
け
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。
私
ら
し

さ
…
…
以
前
の
私
は
生
徒
の
輪
に
入
っ
て

人
間
関
係
を
築
き
な
が
ら
指
導
し
て
い
ま

し
た
。
初
め
て
の
担
任
を
意
識
す
る
あ
ま

り
、
そ
の
持
ち
味
を
捨
て
て
い
た
の
で
す
。

　

担
当
す
る
数
学
の
授
業
で
は
「
分
か
り

や
す
い
」
と
評
価
し
て
く
れ
、
授
業
を
通

し
て
人
間
関
係
を
築
い
て
き
た
生
徒
も
い

ま
し
た
。「
授
業
で
は
生
徒
か
ら
の
信
頼

を
得
て
、
生
徒
の
学
力
も
付
い
て
き
て
い

る
。
学
級
経
営
も
別
の
方
法
で
行
え
ば
う

ま
く
い
く
か
も
し
れ
な
い
。
も
う
一
度
頑

張
ろ
う
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
、
私
は

「
担
任
を
や
ら
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
強

い
覚
悟
で
校
長
に
願
い
出
た
の
で
す
。

　
　

　

無
事
、
３
年
生
の
担
任
に
持
ち
上
が
っ

た
私
は
、
本
来
の
自
分
の
指
導
ス
タ
イ
ル

に
戻
し
ま
し
た
。
１
学
期
に
心
掛
け
た
の

は
、
生
徒
へ
の
思
い
を
真
正
面
か
ら
伝
え

る
こ
と
で
す
。
叱
る
時
も
「
大
好
き
だ
か

ら
叱
る
」
こ
と
を
伝
え
、「
な
ぜ
今
、
そ

れ
が
必
要
な
の
か
」
を
丁
寧
に
説
明
し
ま

し
た
。
毎
日
の
連
絡
帳
に
も
「
愛
情
た
っ

ぷ
り
」
の
コ
メ
ン
ト
を
書
き
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
次
第
に
学
級
の
雰
囲
気
が

ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

学
級
の
状
況
を
見
て
、
私
が
担
任
を
続

け
る
の
は
難
し
い
と
判
断
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
。
進
級
前
、
校
長
先
生
に
「
３
年

生
で
は
数
学
の
授
業
も
多
く
な
る
し
、
担

任
は
負
担
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
担
任
を
外
さ
れ
る

│

そ
れ
は
つ
ま
り
、
生
徒
に
「
石
川
先
生
に

は
力
が
な
い
」
と
思
わ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
自
分
の
力
を
出
し
切
っ
た
と
い
う

実
感
が
な
い
ま
ま
、
生
徒
に
そ
う
判
断
さ

れ
る
の
だ
と
思
う
と
、
悔
し
く
て
、
落
ち

込
み
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
先
輩
の
先
生
に
「
無
理
し

て
他
の
先
生
の
ま
ね
を
し
な
く
て
も
、
あ

な
た
ら
し
さ
を
出
せ
ば
大
丈
夫
よ
」
と
声

＊プロフィールは 2014 年３月時点のものです

「
大
好
き
だ
」
と
い
う
気
持
ち
を

生
徒
に
伝
え
続
け
た
ら

学
級
の
雰
囲
気
が
変
わ
っ
た

いしかわ・かずよ◎教職歴14年。荒川区立南千住
第二中学校等に勤務後、同校に赴任して４年目。
数学科担当。研修主任（2014年度から指導教
諭）。12年「数学・授業の達人大賞」（東京理科
大主催）で優秀賞を受賞。「豊島区名人先生」に
認定され、東京教師道場で後進の指導に当たる。

他
の
先
生
の
ま
ね
を
し
た
ら

生
徒
の
心
が

ど
ん
ど
ん
離
れ
て
い
っ
た

こ
れ
ま
で
私
が
歩
い
て
き
た
道
の
り

自分らしさを生かした指導で
生徒の自主性や意欲を引き出していく

東京都豊島区立千登世橋中学校 石川和代 39歳

MiddleMiddle
          Leader     Leaderader



◎数学の授業では、興味を持って自分自身で考えたり、話し合いが出来たり

するように、身近な事象を題材にして問いを投げ掛けるなどの工夫をしてい

ます。グループ活動を行うのも、周りの生徒との話し合いを通してさまざま

な観点に気付き、知的好奇心を喚起させるねらいもあります。

葉を題材にして、数の規則性を教えている様子。理想は「５割教えて８割分かる」授業。解
説をする前に、個人やグループでじっくり考える時間を設けている

意欲を育む授業づくり
◎数学の授業では 興味
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私
の
理
想
は
、
担
任
が
い
な
く
て
も
、

生
徒
が
自
分
た
ち
で
学
級
を
運
営
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

「
皆
で
力
を
合
わ
せ
た
り
、
人
の
た
め
に

何
か
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
気
持
ち
が
よ

い
」「
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
る
の
は
う
れ
し
い
」
と
い
う
こ
と

を
生
徒
に
実
感
さ
せ
、
自
主
性
や
意
欲
を

育
む
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
は
、
授
業
と
学
級
経
営
を
連

動
さ
せ
、
自
主
性
や
意
欲
を
育
む
仕
組
み

づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
道
徳
や

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
は
、
グ
ル
ー

プ
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
の
ル
ー
ル
を
用
い
て

話
し
合
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
全

員
が
発
言
す
る
」「
相
手
の
話
を
最
後
ま

で
聞
く
」「
人
の
意
見
を
ば
か
に
し
な
い
」

「
プ
ラ
ス
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
す
る
」

「
多
数
決
で
決
め
な
い
」
と
い
う
ル
ー
ル

を
徹
底
さ
せ
る
と
、
学
級
内
に
「
積
極
的

に
発
言
し
て
も
大
丈
夫
」「
一
生
懸
命
や

る
こ
と
が
よ
い
」
と
い
う
雰
囲
気
が
出
て

き
ま
す
。
数
学
の
授
業
で
も
、同
様
の
ル
ー

ル
の
下
、
グ
ル
ー
プ
活
動
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。
学
級
活
動
で
話
し
合

い
に
慣
れ
、
発
言
を
受
け
入
れ
る
雰
囲
気

も
出
来
て
い
る
た
め
、
授
業
で
も
生
徒
は

活
発
に
発
言
し
て
お
り
、
学
習
意
欲
が
高

ま
っ
て
い
く
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
学
級
づ
く
り
を
続
け
て
き

て
、
昨
年
、
最
も
効
果
を
感
じ
た
の
は
秋

の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
時
で
し
た
。
リ
ー

ダ
ー
の
生
徒
の
声
が
小
さ
く
て
、
周
り
に

聞
こ
え
な
い
時
、
体
育
委
員
の
生
徒
が
そ

れ
に
気
付
き
、「
集
合
！
」
と
大
き
な
声

を
掛
け
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
が
説
明
し
て

い
る
時
に
は
全
員
が
じ
っ
と
耳
を
傾
け
て

聴
い
て
い
ま
し
た
し
、
練
習
の
内
容
や
進

め
方
は
各
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
が
話
し
合
っ

て
自
分
た
ち
で
決
め
て
い
ま
し
た
。
生
徒

は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
が
出
来
る
こ
と
を
行

い
、
担
任
の
私
は
場
を
設
定
す
る
だ
け

だ
っ
た
の
で
す
。
結
果
は
銀
賞
で
し
た
が
、

生
徒
は
達
成
感
い
っ
ぱ
い
で
、
教
室
に

戻
っ
た
後
、
再
度
全
員
で
課
題
曲
を
熱
唱

し
、
頑
張
り
を
た
た
え
合
い
ま
し
た
。

　

学
級
が
安
定
す
る
と
生
徒
の
心
も
安
定

し
、
生
徒
は
何
事
に
も
全
力
を
尽
く
そ
う

と
し
ま
す
。
生
徒
の
自
主
性
や
意
欲
は
、

生
徒
や
教
師
と
の
信
頼
関
係
の
上
に
育
ま

れ
て
い
く
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
学
級

経
営
力
や
授
業
力
に
磨
き
を
か
け
る
べ

く
、
日
々
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

良
く
な
り
、「
生
徒
が
つ
い
て
き
て
い
る
」

と
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
２
学
期
は
、
自
分
の
言
葉
が
よ
り

重
み
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
伝
え
た
い
と

考
え
、「
緩
急
を
付
け
た
指
導
」
を
目
標

に
し
ま
し
た
。
普
段
は
や
さ
し
く
て
も
、

叱
る
時
は
と
こ
と
ん
叱
る
。
規
律
を
破
っ

た
時
な
ど
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
生
徒
に

接
し
ま
し
た
。
す
る
と
、生
徒
の
間
で
「
石

川
先
生
は
怒
ら
せ
た
ら
怖
い
」
と
い
う
情

報
が
伝
わ
り
、
声
を
荒
げ
る
こ
と
も
ほ
と

ん
ど
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

学
級
経
営
力
や
授
業
力
に

磨
き
を
か
け
、
幸
せ
に
生
き
て

い
け
る
子
ど
も
を
育
て
た
い

今
、私
が
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
新
た
な
一
歩歩歩歩歩歩
一
歩
一
な
一
なな
た
な
た
な
た
新
た
新
た
新
る
新
る
新
る
い
る
い
る
い
て
い
て
い
て
し
て
し
て
し
と
し
と
し
と
う
と
う
と
う
そ
う
そ
う
そ
う

出
そ
出
そ
出
そ

み
出
み
出
み
出

踏
み
踏
み
踏
み

が
踏
が
踏
が
踏

私
が
私
が
私
が
私、私
今
、私
今
、
今今今今

石川先生の取り
組み



◎全国から小中高27名の先生が参加
　全国から 19名の先生に参加いただいた第１回のワーク
ショップの模様は、本誌 2013 年度 vol.4 でお伝えしまし
た。第２回は参加人数を拡大。第１回に参加した先生に加
え、20代～ 60代の幅広い年代の小中高の先生 27名が全
国から集まりました。
　今回、議論をより深めるために 自己紹介の後に行った
のが、第１回の内容の共有です。オピニオンの模造紙を掲
示し、前回参加者によるポスターセッションを実施しまし
た。更に、ベネッセ教育総合研究所の研究員が、子どもの
学習意識調査の結果や、今後 100 年の世界・日本の動向
を踏まえた社会環境の変化予測を報告。子どもが将来どん
な社会を生きていくのか、その時に求められる力は何かを
思い描くための情報提供をしました。
◎「テストがなかったら」の前提で、教育の根本に迫る
　議論の進め方は、今回もワールドカフェ形式を採用。ま
ず、小中高の先生方が混合のグループをつくり、「テスト
や受験がなかったら、子どもに何を身に付けさせたいか」
をテーマに語り合いました。グループを３回替えながら、
地域も学校種も年齢も役職も違う人たちの思いを聞き、視
野を広げていきました。「テストや受験がない」という前
提には「そんなことを考えたこともなかった」という意見
も聞かれましたが、「評価がなければ何を教えたいか」「社

会で生きるにはどんな力が必要なのか」という教育の根本
へと議論が深まっていきました。
　メインは、「オピニオンづくり」です。課題意識が近い
先生同士でチームをつくり、「12年間で身に付けさせたい
力を小中高でどのように教えるか？」をテーマに、議論を
まとめました。オピニオンは、チームで用いる言葉は違っ
ていましたが、「社会を生き抜くためにどんな力を付けた
いか」「そのために教師がすべきことは何か」という課題
は共通しており、先生方の根底に流れる熱い思いは学校種
を超えて同じであることを確認できました。
　また、後日、ワークショップを振り返るきっかけとして、
チームの代表の先生にオピニオンの内容を整理したレポー
トの提出を依頼しました。
◎今後も全国の先生方をつなぐ場として
　日々のご指導で忙しい先生方にとって、学校種や立場を
超えて、教育について熱く語る機会は限られるようです。
参加した先生方からは「貴重な経験が出来た」「新しい知
見を得た」といった声を多くいただきました。また、第２
回ではベネッセ社員も議論に参加することで、学校現場に
理解を深めることが出来ました。
　今後も Teachers’cafe のような機会を持ち、学校種や
地域を超えて先生方をつなぐと共に、先生方と共に学校教
育について考えていきたいと思います。
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13:00 オリエンテーション、自己紹介
13:40 前回の内容を共有
 第１回参加者によるポスターセッションを行い、内容を振り返り、共有した。

13:50 視野を広げる
 ベネッセ教育総合研究所から、教育を取り巻く社会環境予測について情報を提供。

14:00 問題意識を共有する
 ４人１組となり、ワールドカフェ形式で「テストや受験がなかったら、子どもに何を

身に付けさせたいか」をテーマに語り合う。１ラウンド15 分で、グループを替えな
がら３ラウンド。

15:10 オピニオンをつくる
 「12年間で何をどのようにして教えるか？」をテーマとして、課題意識が近い者同

士がチームをつくり、オピニオンをまとめる。

17:00 発表
 ９チームがそれぞれのオピニオンを発表

17:30 まとめ

◎目的　小学校、中学校、高校の先生方が率直に語り
合い、「12 年間で何をどのように教えるか？」を共に
考え、現場教師発のオピニオンとしてウェブサイトなど
を通じて発信すること

◎日時　2014 年 2月1日（土）13:00 ～18:30
◎参加者　全国の先生方 27名（小学校10 名、中学校
8 名、高校・大学 9 名）

◎募集方法　『VIEW21』小学版・中学版・高校版の各
読者モニターへのご案内など

◎会場　（株）ベネッセコーポレーション新宿オフィス
◎主催　ベネッセ教育総合研究所「Teachers’cafe」事
務局

◎企画運営協力・当日ファシリテート　與
よ

良
ら

昌浩氏（株
式会社もくてき） 、宮崎圭介氏（株式会社スコラ・コン
サルト）

ワークショップの流れ 第２回ワークショップ概要

小中高　教師が共に語り、オピニオンをつくる

全国から小学校、中学校、高校の先生方が一堂に会し、
子どもの成長や教育について語り合う

Teachers’cafe の第 2回ワークショップを、
２０１４年２月に開きました。その模様をお伝えします。

特別レポート
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参加した先生方からのご意見・ご感想

各チームのオピニオン　

テーマ●１２年間で身に付けさせたい力を、小中高でどう教える（育む）か

＊全チームのオピニオンはウェブサイトをご参照ください

◎小中高が共通して取り組むべ
き指導の形として、「子どもが『夢
中になれる時間と場所』をつく
る」「安心して失敗できる環境（仲
間と空間）をつくる」「『見通し』
と『振り返り』を通して自己理
解を深め、子どもの『メタ認知
能力』を育む」ことの３点を挙
げました。これらを実現するた
めにも、児童・生徒参加型のア
クティブラーニングへの転換が
必要だと提言しています。

◎児童・生徒と、子
どもに接する教師自
身の教育観の改革に
焦点を当てて議論を
深めていきました。
小学校・中学校・高
校と、児童・生徒の
発達段階がそれぞれ
異なっていても、見
るべき指導のポイン

トには共通点も多いはず。「連携」の意味を、今一度問い直しま
した。

◎小中高 12年間を
通した学びのあり方
そのものについて議
論を深めました。特
に、学校種を超えて
育成すべき力を、「主
体的に学び続ける
力」と「学習習慣」
に焦点化。いわゆる
知識や技能の土台と

なる「不易」の観点を軸にして、小中高連携のあり方を改めて問
い直しています。

◎たとえ、それが
意図したものでは
なかったとしても、
巡ってきたチャンス
をしっかりつかみ取
る力＝セレンディピ
ティ。不確実な世の
中で、自分ならでは
の「みち」を選び、
切り開いていくため

には、自己決定力が大切だと考え、今後の社会の変化を見据えて
議論を深めました。

チーム「協力」

チーム「教員の自己改革」

チーム「学び」

チーム「セレンディピティ」

•学校種が異なる先生と話すことによっ
て、「学校教育ですべき根本」が見えて
くるのだと感じます。その根本を、行事、
教科学習、総合的な学習の時間など、教
育活動に沿って考えていきたい。

（小学校／北海道）

•他校種、他地域の先生と話し合いが
出来、共通するものがたくさんあると分
かった。教育についてこんなに熱く語る
機会はこれまでなかったので、とても有
意義だった。　　　　　（小学校／秋田県）
•先生方との前向きな議論を通して、自
分にはない、新しい知見を得ることが

出来た。「子どもへの教育」という点で、
私たちは同志だと感じました。

（中学校／新潟県）

•前回とテーマの関連性が高かったの
で、内容を深化できた。もし、テーマが
変わったとしても、学校種・地域の異な
る教員が集まって熟議しオピニオンづく
りをまたやりたい。　　（中学校/愛媛県）
•今後の社会環境の変化の予測を聞き、
50年後、現在の学校制度があるのかど
うかと考えた。存続させることを考える
のではなく、変化を考えなければいけな
いと強く思った。他校種から得られた気

付きは多く、教科指導の改善だけでなく
「学校」を考える上で、とても有意義だっ
た。　　　　　　　　　　（高校／宮城県）
•100年という長いスパンで日本を見る
という視点が面白く、非常に興味を持っ
た。一般企業や行政の方も参加できるよ
うになると、具体的な話が出来るだろう。
今後に期待したい。　　　（高校／三重県）
•いろいろな意見を認め合いながら、時
間内にまとめる作業は緊張感もあった
が、とても達成感があった。

（高校／岡山県）

次回開催についてのご案内や当日の様子の動画
は、ウェブサイトでご覧いただけます

Teachers’cafe　ベネッセ　で

http://berd.benesse.jp/tcafe/
検索

今年度は、幼稚園、保育所の先生にも参加してもらい、

より長いスパンで教育について議論を深めます。詳し

い内容や応募方法は右記ウェブサイトをご覧ください。

Teachers’ cafe 2014　開催決定 7/26（土）
新宿にて
参加無料
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ベネッセ教育総合研究所は、

子どもたちの成長に寄り添う研究と

社会への発信を通して、

一人ひとりが学びに向かい、

今と未来を“よく生きる”ことに

貢献することを目指しています。

研究所教育総合研究ベネッセ教ッセ教 所は、

う研究と成長に寄り添う子どもたたちの成

子どもは未来

◎現在、次年度のキャリア教育の全体計画（３年間）を
作成中です。「課題整理」のページを基に、これまでの自
校の取り組みについて振り返ることが出来ました。また、
校区の小学校と９年間を見通したキャリア計画の作成を
検討しているため、大阪府ゆめみらい学園高槻市立第四
中学校の事例が大変参考になりました。

◎藤田晃之教授と谷合しのぶ校長との対談でどきっとし
たのは「職場体験が恒例行事になっていないか」という
問い掛けです。まさに自分が担当した学年は、前年度の
内容を踏襲したものになっていたからです。進める側と
しては踏襲すると楽でよいのですが、工夫をしないと打
ち上げ花火的になってしまう危険性があるかもしれませ
ん。その意味で、東京都荒川区立諏訪台中学校の実践は
さすがだなと思わされました。

◎愛知県名古屋市立千
ちどりがおか

鳥丘中学校の実践の中で、「ドリカ
ムカード」がとても参考になりました。パーソナルヒス
トリーの見える化によって「根拠のある自信」を付けさ
せる取り組みは、１年生から３年間積み上げれば、生徒
の自覚と自信と意欲につながることが期待できそうです。
やはりキャリア教育は、一貫性、計画性、方向性を教師
がしっかり把握し、生徒を良い方向に引っ張っていくこ
とが大切であり、限られた時間数の中で効率的、効果的
に指導できるかどうかが、成果が上がるか、上がらない
かの分かれ目になると思います。

◎今の時代に、果たしてどれだけの人間が「自分でなけ

れば出来ない仕事」に就くことが出来るでしょうか。興味・
関心を中心とした教育観のまんえんや、自分探し、自己
実現を強調しすぎたこれまでの教育や進路指導が、若者
の職業への適応を困難にしていると感じています。１人
の社会人となるためには、もしかしたら潜在的には存在
するかもしれない、自己の可能性を時には断念してでも、
それぞれが関係する組織の内部で割り当てられた役割を、
素直に、誠実に引き受ける気構えを、今の学校教育で培っ
ていく必要があると感じます。　

◎「私を育てたあの時代、あの出会い」の中で、大分県
佐伯市立佐伯城南中学校の國見義隆校長の「方針はしっ
かりと伝え、多くを語らず見守る」という言葉が心に残
りました。リーダーとして常に念頭に置き、先生方との
距離感を大事にしながら接してゆくことが大切だと思い
ます。

◎「Benesse 発　これからの教育」の大分県立大分豊
ほう

府
ふ

中学校の取り組みを読み、本校では電子黒板が使われず
に眠っているような現状から、人材育成の大切さを痛感
しました。ＩＣＴを使いこなせる教員育成が、モノの整
備よりも重要だと考えます。

◎「ミドルリーダーの挑戦」の東京都墨田区立本所中学
校の駒田るみ子先生の記事を読み、皆同じような経験を
してきているとしみじみ感じました。今、職員室で私の
隣の席の先生は、新卒１年目の壁にぶつかっているよう
です。優しい周囲の声掛けがいかに大切であるかを、目
の当たりにしています。　

2013 Vol.４　特集「社会を生きる力を育む」へのご意見

田中洋一先生のインタビュー記事にある、「日頃から自由に話せる雰囲気をつくる」
について、これは先生方の関係性にも当てはまるように感じました。『VIEW21』
で取材させていただく学校には、先生方が風通しよくお話しされる風土があり、そこ
には校長先生のリーダーシップを始めとする信頼関係や団結力が土台にあるように
思います。先生方に情報提供をしている我 も々そうでありたいと感じました。

『VIEW21』中学版編集長　小林奈緒

編集後記

発行人 谷山和成
編集人 小泉和義
発行所　　　（株）ベネッセホールディングス
 ベネッセ教育総合研究所
印刷製本　　凸版印刷（株）
編集協力　　（有）ペンダコ
執筆協力 中丸満
撮影協力 荒川潤、川上一生、筒井岳彦
イラスト協力 カモ、幸剛
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◎お問い合わせ先

このコーナーでは、編集部に寄せられた読者の先生方からのご意見をご紹介します。
＊『VIEW21』中学版のバックナンバーは「ベネッセ教育総合研究所」ウェブサイト（http://berd.benesse.jp/）でご覧いただけます。

情報編集室
〒206-0033
東京都多摩市落合1-34
電話　042-311-3390

読 者 の ペ ー ジ

［北海道／R中学校］

［岐阜県／M中学校］

［東京都／K中学校］

［島根県／K中学校］

［千葉県／F中学校］

［福島県／K中学校］

［北海道／K中学校］
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すべての記事をウェブサイトからPDFでダウンロードいただけます

次号 Vol .2は10月発行（予定）です

Vol.4 社会を生きる力を育む─キャリア教育の視点で教育活動を捉え直す

Vol.3 １人で学べる生徒を育てる

Vol.2 生徒の心に火をつける

Vol.1 主体的に取り組む言語活動の工夫

過去1年間の
特集テーマ

Back Number

2013

表紙の学校　岡山県備前市立日生中学校

海が教室！
ビ
ュ
ー
21
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版
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0
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4
 V
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言
語
活
動
を
通
じ
て
高
め
る
生
徒
の
力

★

　牡蠣の生産量で国内上位を誇る岡山県日生町。漁業
が盛んな町にある備前市立日生中学校は、１３年前か
ら学校専用の筏で、生徒は牡蠣の養殖を行う。２０１３
年度からは地域が推進する「アマモ場再生」に参加。
アマモの回収などの活動を行うと共に、地元漁協関係
の方に日生の漁業や海とアマモの関係について聞き取
りを行った。ここで生徒は、アマモが海の中では魚の
産卵場所や稚魚の生息地であり、更に海を浄化する役

牡蠣の種付けは５月。日生町漁
協の指導の下、生徒は牡蠣の幼
生が付いた殻を一つひとつロープ
に付け、牡蠣筏に下げる。１１月
には牡蠣筏が置いてある漁場まで
船で行き、牡蠣の生育状況を観
察。そして待望の収穫は２月。藻
の絡み付いた殻を丁寧に洗い、
家に持ち帰って食べる

２０１３年１１月に宮
城県で開かれた「全
国アマモサミット」で、
唯一中学生の参加
者として生徒２人が
「アマモ場再生」の
活動を発表

船に乗り込み浮遊する
アマモをさおで引き上げ
る。漁師さんにアマモの
生態や役割などを聞き、
グループごとにまとめる
ワークショップも開いた

目があることを知る。生徒にとって、アマモは海岸に打
ち上げられて腐り異臭を放つ嫌なものだったが、日生
の漁業に欠かせないものと分かり、生徒の活動への意
欲は一気に高まった。夏休みを費やして聞き取り調査
をパネルにまとめ、アマモの種まきでは、集めて腐らせ
た浮遊藻から、泥だらけになりながら種を取り出した。
　生徒が地域に出て、人々と話し、一緒に汗をかき、
そして自分たちが暮らす地を愛する心が育まれていく。
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